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事
業
者
報
告
排
出
量
約
２・６
％
減

日
本
は
２
０
３
０
年
度

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
26
％
削
減
（
２

０
１
３
年
度
比
）
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の

実
現
に
は
、
発
電
効
率
の

向
上
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
の
ほ
か
、
太
陽
光
や

風
力
と
い
っ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）

の
積
極
的
な
活
用
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

だ
が
再
エ
ネ
は
日
射
量

や
風
速
な
ど
気
象
条
件
に

よ
っ
て
発
電
量
が
左
右
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
大
量
導
入

す
る
と
電
力
系
統
運
用
に

支
障
を
き
た
す
懸
念
が
あ

る
。
そ
こ
で
再
エ
ネ
の
出

力
変
動
を
吸
収
す
る
た
め

る
。
蓄
電
池
分
野
で
は
、

負
荷
平
準
化
の
期
待
が
大

き
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫
黄
電

池
（
九
州
電
力
豊
前
蓄

電
池
変
電
所
）、
非
常
用

電
源
と
し
て
も
用
い
ら
れ

る
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
電

池
（
北
海
道
電
力
南
早

来
変
電
所
）
な
ど
が
注
目

さ
れ
る
。
ま
た
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
（
東
北
電
力

西
仙
台
変
電
所
、
南
相
馬

変
電
所
）
な
ど
の
大
規
模

実
証
も
進
ん
で
い
る
。

揚
水
式
発
電
も
需
給
調

整
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る

気
汚
染
や
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
が
期
待
で
き
る

解
決
法
と
し
て
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
が
あ
る
。

化
石
燃
料
の
水
素
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
や
再
エ
ネ

で
の
水
素
製
造
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
水

素
の
製
造
・
貯
蔵
、
水
素

で
発
電
す
る
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム
や
そ
れ
を
応
用
し

た
燃
料
電
池
自
動
車
の
開

発
が
急
が
れ
る
。

水
素
貯
蔵
や
揚
水
式
水

技
術
。
揚
水
式
発
電
は
需

要
の
平
滑
化
が
図
れ
、
短

時
間
で
の
起
動
・
停
止
が

容
易
で
、
負
荷
変
動
へ
の

追
従
性
も
高
い
。
そ
の
た

め
こ
れ
ま
で
は
調
整
用
発

電
と
し
て
の
利
用
が
主
だ

っ
た
。
そ
の
利
用
法
を
発

展
さ
せ
「
夜
間
の
揚
水
・

昼
間
の
発
電
」
と
い
う
運

転
方
式
の
見
直
し
や
、
発

電
と
揚
水
の
同
時
運
転
に

よ
る
効
率
化
と
い
っ
た
手

法
で
再
エ
ネ
大
量
導
入
の

ひ
ず
み
に
対
応
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
球
規
模
の
大

力
は
出
力
が
10
メ
ガ
㍗
以

上
と
大
き
い
。
放
電
時
間

も
数
時
間
レ
ベ
ル
以
上
と

長
く
、
需
要
変
動
対
応
や

余
剰
電
力
対
応
へ
の
活
用

が
可
能
だ
。
よ
っ
て
こ
れ

ら
に
適
す
る
の
は
送
電
や

発
電
側
へ
の
設
置
だ
。
一

方
、
蓄
電
池
の
放
電
時
間

は
比
較
的
短
い
が
、
構
成

に
柔
軟
性
が
あ
り
、
数
㌔

㍗
〜
百
メ
ガ
㍗
の
出
力
に

対
応
す
る
た
め
周
波
数
調

整
や
中
小
規
模
の
余
剰
電

力
対
応
に
活
用
で
き
る
。

よ
っ
て
蓄
電
池
は
需
要
側

や
発
電
側
で
の
幅
広
い
利

用
が
適
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

適
所
で
の
開
発
が
進
行
中

で
あ
る
。

▼
気
候
変
動
適
応

地
球
温
暖
化
対
策
は
、

大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
１
つ
は
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
活
動
な
ど
気

候
変
動
そ
の
も
の
を
和
ら

げ
る
「
緩
和
策
」。
も
う

１
つ
が
気
候
変
動
に
よ
っ

て
現
れ
る
影
響
に
対
し
、

そ
の
被
害
を
回
避
ま
た
は

軽
減
し
て
い
く
た
め
の

「
適
応
策
」。
文
字
通
り
後
者

を
気
候
変
動
適
応
と
い
う
。

農
作
物
を
高
温
に
強
い
品

種
に
変
え
る
、
水
害
に
備
え

警
戒
避
難
体
制
を
強
化
す

る
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
熱
中
症
を
予
防
す
る
な
ど

が
適
応
策
に
な
る
。

▼
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
工
業
原
料

な
ど
に
利
用
さ
れ
る
再
生
可

能
な
生
物
由
来
の
資
源
を

「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
い
い
（
た

だ
し
化
石
燃
料
は
除
く
）、

そ
の
う
ち
木
か
ら
で
き
た
も

の
を「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」

と
呼
ん
で
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
は

間
伐
や
主
伐
な
ど
樹
木
の

伐
採
作
業
で
生
じ
る
枝
や

葉
な
ど
の
林
地
残
材
、
製

材
工
場
か
ら
出
る
樹
皮
や

お
が
屑
、
土
木
工
事
や
住

宅
解
体
な
ど
で
発
生
す
る

木
材
、
街
路
樹
の
剪
定
枝

な
ど
が
利
用
さ
れ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
用
途
以
外
に
も

製
紙
原
料
、
家
畜
敷
料
、

木
質
ボ
ー
ド
原
料
な
ど
と

し
て
利
用
さ
れ
る
。

う
ち
輸
送
部
門
を
除
く
「
特

定
事
業
所
排
出
者
」
と
呼
ば

れ
る
一
般
的
事
業
者
か
ら
の

排
出
量
は
、
６
億
６
２
４
４

万
㌧
。
そ
の
業
種
別
の
内
訳

は
、「
製
造
業
」
が
75
・
７

％
と
約
８
割
を
占
め
、
次
い

で
「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業
」
の
５
・
６
％
、「
卸

売
業
・
小
売
業
」
の
４
・
７

％
、「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に

制
度
は
、
一
定
量
以
上
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
事
業

者
（
特
定
排
出
者
）
が
自
ら

の
排
出
量
を
算
定
し
、
国
へ

の
報
告
を
義
務
づ
け
る
も

の
。
国
は
そ
れ
を
集
計
し
て

公
表
す
る
。

報
告
さ
れ
た
特
定
排
出
者

の
排
出
量
合
計
は
、
前
年
度

比
約
２
・
６
％
減
の
６
億
９

４
６
０
万
㌧
だ
っ
た
。
こ
の

２
０
１
８
年
８
月
、
環
境

省
お
よ
び
経
済
産
業
省
は
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算

定
・
報
告
・
公
表
制
度
」
に

基
づ
く
２
０
１
５
年
度
の
集

計
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の

分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」
の

２
・
８
％
、「
宿
泊
業
、
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
１
・
５

％
の
順
と
な
っ
た
。

製
造
業
を
さ
ら
に
分
類
し

た
内
訳
で
は
、
鉄
鋼
業
が
全

体
の
29
・
７
％
を
占
め
、
化

学
工
業
が
同
様
に
11
・
５
％
、

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
が

９
・
０
％
、
石
油
製
品
・
石

炭
製
品
製
造
業
が
５
・
０
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

系
統
用
貯
蔵
技
術
な
ど
を

使
い
電
力
需
給
の
安
定
性

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
実
施
さ

れ
て
い
る
の
が
各
種
貯
蔵

装
置
の
実
証
試
験
で
あ

 省エネへ
二人三脚。

２
０
１
８
年
10
月
、
気
象
庁
は
天
気

予
報
や
台
風
情
報
、
警
報
な
ど
の
も
と

に
な
る
数
値
予
報
（
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
将
来
の
大
気

状
態
を
推
定
す
る
こ
と
）
の
高
度
化
や

精
度
向
上
を
推
進
す
る
「
２
０
３
０
年

に
向
け
た
数
値
予
報
技
術
開
発
重
点
計

画
」
を
策
定
し
た
。
副
題
は
「
国
民
一

人
一
人
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
活
力

あ
る
社
会
を
実
現
す
る
数
値
予
報
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」。
数
値
予
報
は
国
民
生

活
に
不
可
欠
な
社
会
基
盤
で
あ
る
と

し
、
防
災
を
は
じ
め
多
様
な
社
会
サ
ー

ビ
ス
に
貢
献
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
技
術
開
発
目

標
を
提
示
し
た
。

度
局
地
モ
デ
ル
な
ど
の
開
発
に
よ
り
可

能
に
し
て
い
く
。
夜
間
の
大
雨
で
も
、

明
る
い
う
ち
か
ら
の
対
策
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

台
風
防
災
で
も
、
全
球
、
領
域
、
海

域
な
ど
複
数
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

階
層
的
な
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
し
、

台
風
の
３
日
先
の
進
路
予
想
誤
差
を
１

０
０
㌔
㍍
程
度
ま
で
改
善
す
る
。
社
会

経
済
活
動
へ
の
貢
献
で
は
、
３
カ
月
先

の
冷
夏
や
暖
冬
と
い
っ
た
状
況
を
、
現

在
の
１
カ
月
予
報
と
同
等
の
精
度
で
予

重
点
目
標
に
掲
げ
た
の
は
「
豪
雨
防

災
」「
台
風
防
災
」「
社
会
経
済
活
動
へ

の
貢
献
」「
温
暖
化
へ
の
適
応
策
」
の

４
項
目
。
豪
雨
防
災
で
は
、
場
所
と
時

間
を
特
定
し
た
半
日
前
か
ら
の
予
想
が

現
状
で
は
困
難
だ
が
、
こ
れ
を
高
解
像

３
日
先
台
風
進
路
予
測
誤
差

���
㎞
へ

測
で
き
る

よ
う
に
す

る
。
温
暖

化
へ
の
適

応
策
で
は
、
地
球
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
の

高
度
化
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

気
象
庁
は
、
こ
れ
ら
が
「
現
在
の
技

術
水
準
か
ら
す
れ
ば
野
心
的
と
い
え
る

目
標
」
で
あ
る
と
し
、
各
方
面
の
協
力

を
得
な
が
ら
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
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豪雨、台風、温暖化などに重点

改
元
の
年
が

明
け
た
。
５
月

か
ら
新
し
い
元

号
の
も
と
で
、

日
々
の
暮
ら
し

が
営
ま
れ
る
。
日
の
出
と
日

没
、
春
夏
秋
冬
の
周
期
な
ど

自
然
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い

が
、
１
つ
の
区
切
り
が
刻
ま

れ
る
の
は
確
か
だ
。

▼
人
の
生
活
で
は
な
く
大
自

然
の
営
み
に
時
間
的
区
切
り

を
つ
け
る
指
標
は
あ
る
。
地

球
の
歴
史
を
区
分
す
る
「
地

質
年
代
」。
こ
の
星
が
生
ま

れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
約
46

億
年
を
古
生
代
、
中
生
代
な

ど
「
代
」
に
大
別
し
、
各
代

の
中
を
「
紀
」
に
分
け
、
さ

ら
に
「
世
」
で
細
分
す
る
。

地
層
か
ら
発
掘
し
た
化
石
な

ど
を
も
と
に
時
代
を
分
け

る
。
恐
竜
が
栄
え
た
中
生
代

ジ
ュ
ラ
紀
は
よ
く
聞
く
。

▼
今
は
新
生
代
の
第
四
紀
の

中
の
最
も
新
し
い「
完
新
世
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
約
１

万
１
７
０
０
年
前
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
期
間
だ
。
だ

が
そ
こ
に
新
し
い
地
質
年
代

が
加
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

人
類
が
も
た
ら
し
た
地
球
環

境
へ
の
変
化
の
痕
跡
は
地
層

に
刻
ま
れ
、
す
で
に
次
の
年

代
「
人じ

ん

新し
ん

世せ
い

」
に
入
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論

が
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

▼
今
後
議
論
が
進
み
新
た
な

地
質
年
代
が
正
式
に
認
め
ら

れ
る
と
し
た
ら
、
思
い
は
複

雑
だ
ろ
う
。
大
量
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
残
留
さ
せ
、
温
暖

化
を
導
き
、
生
態
系
を
変
え

た
人
間
活
動
の
爪
痕
が
遠
い

未
来
に
ま
で
残
る
の
だ
か

ら
。
せ
め
て
５
月
か
ら
の
新

し
い
元
号
の
時
代
に
は
、
地

球
環
境
も
含
め
平
和
な
世
界

を
築
く
夢
を
託
し
た
い
。

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を
２

０
１
０
年
比
で
45
％
減
少
さ

せ
、
２
０
５
０
年
頃
に
は
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
た
。

今
世
紀
半
ば
の
実
質
排
出

量
ゼ
ロ
に
は
、
土
地
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
産
業
、
建
築
、
輸

送
、
都
市
な
ど
の
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
部
門
で
、
急
速
か
つ

広
範
な
、
か
つ
て
な
い
変
革

が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

「
森
林
伐
採
の
停
止
と
数
十

億
本
の
植
林
」「
世
界
の
電

91
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
。
専
門
家
と
政
府
か
ら
の

査
読
コ
メ
ン
ト
は
４
万
件
以

上
を
数
え
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で

は
、
こ
の
特
別
報
告
書
に
続

き
、
全
体
を
ま
と
め
る
評
価

報
告
書
と
は
別
に
、「
変
化

す
る
気
候
下
で
の
海
洋
・
雪

氷
圏
に
関
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
特

別
報
告
書
」「
気
候
変
動
と

土
地
」
の
２
件
を
２
０
１
９

年
に
発
表
す
る
予
定
。

源
構
成
に
占
め
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
70
〜

85
％
に
し
て
化
石
燃
料
の
使

用
を
減
ら
し
、
石
炭
火
力
発

電
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
」「
大

気
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

を
回
収
し

貯
留
す
る
技
術
の
開
発
を
進

め
る
」
な
ど
の
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
し
て
い
る
。

特
別
報
告
書
は
、
６
０
０

０
点
以
上
の
参
考
文
献
を
引

用
し
、
世
界
各
国
の
執
筆
者

状
況
が
継
続
さ
れ
る
と
、
２

０
３
０
〜
２
０
５
２
年
の
間

に
１
・
５
℃
に
な
る
可
能
性

が
高
い
と
し
て
い
る
。
気

温
上
昇
を
２
℃
で
は
な
く
、

１
・
５
℃
に
止
め
る
た
め
に

は
、
人
為
起
源
の
二
酸
化
炭

結
し
な
い
現
象
は
10
倍
に
増

え
る
な
ど
の
予
測
を
示
し
て

い
る
。

報
告
書
で
は
、
人
為
活
動

に
よ
っ
て
、
現
在
す
で
に
産

業
革
命
以
降
１
℃
上
昇
し
て

い
る
と
推
定
。
こ
の
ま
ま
の

も
、
異
常
気
象
や
海
面
上
昇

な
ど
の
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、

２
℃
上
昇
の
場
合
と
比
較
し

て
、
影
響
や
被
害
は
軽
減
で

き
る
。
２
℃
に
な
る
と
、０
・

５
℃
の
差
に
よ
っ
て
、
数
千

万
人
が
熱
波
に
襲
わ
れ
る
可

能
性
が
増
し
、
生
物
種
の
絶

滅
は
増
加
、
水
不
足
の
地
域

は
拡
大
、
夏
に
北
極
海
が
氷

国
際
社
会
は
パ
リ
協
定
で

地
球
の
平
均
気
温
の
上
昇
を

２
℃
未
満
に
す
る
目
標
を
掲

げ
、
同
時
に
１
・
５
℃
未
満

に
す
る
よ
う
努
力
を
継
続
す

る
こ
と
も
確
認
し
た
。
今
回

の
特
別
報
告
書
は
、そ
の「
努

力
目
標
」
に
向
か
う
う
え
で

の
科
学
的
根
拠
と
な
る
。

１
・
５
℃
の
温
暖
化
で

2018 年秋季号 クロスワードパズルの答え

額
（
31
・
４
億
円
）
の
内
訳

と
と
も
に
示
し
た
も
の
。

施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
「
適

応
の
総
合
的
推
進
」「
熱
中

症
分
野
」「
生
態
系
分
野
」

「
水
・
大
気
環
境
、
自
然
災

害
分
野
」
の
４
分
野
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
総
合
的
推
進
で

は
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携

で
温
暖
化
の
影
響
調
査
を
実

施
し
た
り
、
適
応
策
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
手
法
に
関
す
る
調
査
や

検
討
を
行
う
な
ど
地
域
で
の

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
。

ま
た
、
国
立
環
境
研
究
所
を

中
核
と
し
た
情
報
基
盤
の
整

備
や
総
合
的
研
究
の
推
進
な

ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

２
０
１
８
年
９
月
、
環
境

省
は
気
候
変
動
適
応
（
左
欄

用
語
解
説

）
に
関
す
る

施
策
を
ま
と
め
「
環
境
省
気

候
変
動
適
応
施
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
と
し
て
発
表
し
た
。
気

候
変
動
適
応
法
お
よ
び
気
候

変
動
適
応
計
画
に
基
づ
き
、

推
進
す
べ
き
具
体
的
施
策
を

２
０
１
９
年
度
の
概
算
要
求

熱
中
症
分
野
で
は
、
国
民

の
意
識
を
高
め
、
熱
中
症
の

被
害
を
減
少
で
き
る
よ
う
、

関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
優
良

対
策
事
例
の
収
集
・
分
析
な

ど
を
実
施
。
街
路
樹
に
よ
る

日
射
遮
蔽
や
反
射
塗
料
の
使

用
な
ど
暑
熱
対
策
の
検
証
も

行
う
。
生
態
系
分
野
で
は
、

土
砂
災
害
を
森
林
の
育
成
で

防
止
す
る
と
い
っ
た
「
生
態

系
を
活
用
し
た
気
候
変
動
の

適
応
策
」と
い
う
考
え
方
を
、

事
例
を
ま
と
め
る
な
ど
で
普

及
さ
せ
る
。
水
・
大
気
環
境

の
分
野
で
は
全
国
の
湖
沼
の

水
質
や
生
態
系
の
調
査
を
行

い
、
効
果
的
な
適
応
策
を
導

く
な
ど
の
施
策
を
行
う
。

温
暖
化
へ
の「
適
応
」、施
策
方
針
を
提
示

熱
中
症
、生
態
系
、水
・
大
気
な
ど
４
分
野
で
具
体
案

気象庁「2030 年に向けた数値予報技術開発重点計画」

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
通
り
で
す
。

水
色
の
二
重
囲
み
マ

ス
に
あ
る
４
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た

「
サ
イ
エ
ネ（
再
エ
ネ
）」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 日本テクノのＣＭを配信中

２
０
１
５
年
度
集
計
約
８
割
は
製
造
業

▼
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
」
の
略
称
。
１

９
８
８
年
に
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
と
世
界
気
象

機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
国
連
機
関
。
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
科
学

的
評
価
を
担
当
す
る
。

評
価
報
告
書
の
作
成
に
は

世
界
各
国
の
研
究
者
数
千
名

が
参
加
し
、
そ
の
報
告
内
容

は
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
な
ど

の
議
論
に
お
け
る
重
要
な
科

学
的
根
拠
と
な
る
。
現
在
、

第
６
次
評
価
報
告
書
の
作
成

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
10
月
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
韓
国

の
仁
川
で
開
か
れ
た
第
48
回
総
会
で
、
特
別
報
告
書
「
１
・
５
℃
の
地
球
温
暖
化
」
を

受
諾
し
た
。
パ
リ
協
定
の
努
力
目
標
で
あ
る
「
１
・
５
℃
未
満
」
に
お
け
る
温
暖
化
の

影
響
、
リ
ス
ク
、
適
応
、
緩
和
な
ど
に
関
し
て
詳
細
な
報
告
が
公
表
さ
れ
た
。

ແ ྉ
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気候変動適応施策パッケージ骨子

再
エ
ネ
大
量
導
入
時
代
の
電
力
貯
蔵
技
術
の
役
割 ���� ʔ ��� ʔ ���

答えは「サイエネ　
（再エネ）」でした。

多数のご応募ありがとうございました。

蓄電池、揚水、水素などを適所で利用

企画 / 編集：ダイアローグ　校正：ディクション

３
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
現
場
か
ら

電
動
バ
ス
の
開
発
【
早
稲
田
大
学
電
動
車
両
研
究
所
】

５
日
本
テ
ク
ノ
企
業
情
報

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
で
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
【
浜
松
営
業
所
】

５
日
本
テ
ク
ノ
社
員
群
像

鳴
り
止
ま
ぬ
電
話
、
１
件
で
も
多
く
！
【
島
袋
達
広
】

７
ご
活
用
く
だ
さ
い

音
声
通
報
機
能

警
報
を
電
話
で
受
け
る
／
環か

ん

境き
ょ
う

市い
ち

場ば

オ
ー
プ
ン

連
載
記
事
ほ
か

温
暖
化
１
・
５
℃
で
影
響
軽
減
を

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
特
別
報
告
書
「
現
在
す
で
に
１
℃
上
昇
」

IPCC 特別報告書のポイント

リ サ イ ク ル
ン ネ 　 ー

ヤ マ マ ツ
キ 　 チ エ
イ チ ョ ウ ナ

特定排出者全体の排出量の推移

※特定事業所排出者と特定輸送排出者の合計排出量。政府発表データをもとに作成。

２
０
１
５

２
０
１
４

２
０
１
３

２
０
１
２

２
０
１
１

２
０
１
０

２
０
０
９

（億㌧）

7

8

5

3

2

6

4

1

０ （
年
度
）

環 境 省
▼ 適応の総合的推進
・地域での適応取り組みの推進

・適応の PDCA 手法の確立

・国民参加型の情報収集

・適応ビジネスの海外展開

・適応の情報基盤の整備

・気候変動影響評価に向けた総合的研究

・地域気候変動適応センターの活動推進

▼ 熱中症分野
・熱中症対策の推進 

・暑熱対策の推進

▼ 生態系分野
・生態系を活用した適応の普及

・生態系モニタリングの推進

・野生生物保護

・鳥獣保護管理

・外来生物対策

▼ 水・大気環境、自然災害分野
・気候変動が水・大気環境に与える影響の評価

・具体的な適応策の検討と実施

・強靱な廃棄物処理システムの構築

２
０
５
０
年
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
が
必
要

▽  産業革命前と比較して、地球の
平均気温は現在すでに１℃上昇
している。

▽  地球温暖化が現在の状況で続け
ば、早ければ２０３０年、遅くと
も２０５２年までに１．５℃上昇す
る可能性が高い。

▽  ２℃上昇した場合は、１.５℃の
上昇よりも、極端な高温、強雨、
干ばつ、生物多様性や人の健康
への悪影響など、多くのリスク
が明確に高くなる。

▽  気温の上昇を１.５℃に抑えるた
めには、２０３０年までに人為的
な二酸化炭素（ＣＯ２）の排出
量を２０１０年比で４５％減らし、
２０５０年頃には実質ゼロにする
必要がある。

▽  １.５℃以内に抑えるための活動
には、社会のあらゆる側面で、
急速かつ広範な、これまで例の
ないような変化をもたらす取り
組みが必要になる。

■
河
村
隆
一の
訪
問
！

エ
コ
ス
ポ
ッ
ト

８

株
式
会
社
と
り
せ
ん

本
気
で
環
境
活
動
に
取
り
組
む
企
業

■
年
頭
あ
い
さ
つ

２
０
１
９
年
初
号
に
寄
せ
て

４

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ
は
「
調
和
」

「
気
候
変
動
適
応
計
画
」閣
議
決
定

ɹ

東
日
本
大
਒
災
時
の
௡

波
に
起
Ҽ
す
る
原
ࢠ
࿍
の

メ
ル
ト
μ
ウ
ン
と
放
射
能

汚
染
の
影
響
は
、
８
年
た

っ
た
現
在
に
至
っ
て
も
解

決
さ
れ
て
い
な
い
。
地
域

住
民
の
ؼ
宅
や
原
ࢠ
力
発

電
所
の
再
Ք
ಇ
は
ま
ま
な

ら
ず
、
放
射
能
汚
染
水
タ

ン
ク
と
ഇ
࿍
作
業
の
අ
用

が
増
え
続
け
る
ࢂ
状
を
๨

れ
て
は
な
ら
な
い
。
最
近

で
は
、２
０
１
８
年
９
月
、

西
日
本
に
上
཮
し
た
台
風

21
号
が
日
本
ྻ
ౡ
を
ॎ
அ

し
た
。
近
ـ
・
東
海
地
方

を
中
心
に
๫
風
雨
の
影
響

で
電
力
設
備
が
被
害
を
受

け
、
中
部
電
力
エ
リ
Ξ
で

Ԇ
べ
約
85
万
ށ
、
関
西
電

雨
を
൐
う
台
風
24
号
が
日

本
ྻ
ౡ
を
ॎ
அ
し
、
全
国

で
Ԇ
べ
４
６
５
万
５
０
０

０
ށ
の
停
電
が
発
生
す
る

な
ど
平
成
以
降
の
30
年
間

で
ա
ڈ
最
大
規
模
の
被
害

と
な
っ
た
。
地
਒
に
よ
る

大
停
電
も
あ
っ
た
。
同
じ

９
月
、
最
大
਒
度
７
を
ه

࿥
し
た
北
海
道
୾
ৼ
東
部

地
਒
の
影
響
で
、
北
海
道

電
力
の
主
力
電
源
で
あ
る

಩
東
ް
ਅ
発
電
所
が
ۓ
急

停
止
。
最
ऴ
的
に
は
、
཭

ౡ
を
除
く
北
海
道
全
域
で

約
２
９
５
万
ށ
が
停
電
に

が
そ
の
指
਑
と
な
る
。

ɹ

国
土
強
ᯰ
化
基
本
計
画

で
は
、
電
力
シ
ス
テ
ム
の

強
ਟ
化
に
関
し
て
、
コ
ー

ジ
ỻ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
燃

料
電
池
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）、
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
地

域
に
お
け
る
自
立
・
分
ࢄ

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ଅ

進
と
、
農
ࢁ
ړ
ଜ
に
あ
る

バ
イ
オ
マ
ス
、
水
、
土
地

な
ど
の
資
源
を
活
用
し
た

再
エ
ネ
導
入
の
必
要
性
が

示
さ
れ
て
い
る
。
第
５
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

ؕ
っ
た
。

ɹ

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対

応
で
き
る
電
力
イ
ン
フ
ラ

を
確
อ
す
る
た
め
、
総
合

的
な
政
策
が
展
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
国
内
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
໢
の
強
ᯰ
化
推
進

で
あ
る
。
２
０
１
３
年
12

月
に
公
෍
さ
れ
た
「
強
く

し
な
や
か
な
国
民
生
活
の

実
現
を
図
る
た
め
の
防

災
・
減
災
等
に
資
す
る
国

土
強
ᯰ
化
基
本
法
」
を
౿

ま
え
た
「
国
土
強
ᯰ
化
基

本
計
画
」
や
「
国
土
強
ᯰ

化
Ξ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

も
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
໢
の
強
ᯰ
化
策
と
し

て
、
ة
機
時
に
お
け
る
需

要
サ
イ
ド
の
対
応
力
を
高

め
る
た
め
の
分
ࢄ
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
る
と
し
た
。

ɹ

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら

の
指
਑
に
呼
応
し
、
自
治

体
、
新
電
力
、
市
民
ஂ
体

な
ど
が
主
体
と
な
り
、
災

害
時
の
電
力
供
給
も
可
能

な
地
域
自
཯
型
ά
リ
ッ
ド

の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の

電
力
会
社
へ
の
全
面
ґ
ଘ

か
ら
୤
٫
し
、
よ
り
し
な

や
か
な
シ
ス
テ
ム
へ
Ҡ
行

す
る
の
が
、
強
ਟ
化
の
第

一
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。

▼
λ
ϥ
ϊ
Ξ
ର
࿩

ɹ

２
０
１
８
年
１
月
か
ら

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
開
催
の
12
月
ま

で
実
施
さ
れ
た
地
球
温
暖

化
対
策
に
つ
い
て
の
議
論

の
場
。
各
国
政
府
だ
け
で

な
く
自
治
体
、
ا
業
、
ஂ

体
、
科
学
者
な
ど
広
範
な

主
体
が
参
加
し
た
。「
タ

ラ
ノ
Ξ
」
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の

議
長
国
フ
ỹ
ジ
ー
の
ݴ

葉
。「
แ
ઁ
的
、
参
加
型
、

ಁ
明
な
対
࿩
プ
ロ
セ
ス
」
を

意
ຯ
す
る
。

ɹ

各
国
が
提
出
し
た
パ
リ
協

定
の
排
出
削
減
目
標
を
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
具
体
的
な
方
法
な

ど
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

▼
ి
ྗ
޿
Ҭ
త
ӡ
Ӧ
ਪ
ਐ
ػ
ؔ

ɹ

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
一

環
と
し
て
２
０
１
５
年
４
月

に
設
立
さ
れ
た
認
可
法
人
。

全
国
規
模
で
電
力
の
需
給
を

調
整
す
る
。
略
称
は
「
広
域

機
関
」。
大
手
電
力
会
社
は

も
ち
ろ
ん
新
電
力
な
ど
す

べ
て
の
電
気
事
業
者
は
広

域
機
関
に
加
入
し
、
会
һ

に
な
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

ɹ

主
な
業
務
は
「
需
給
計

画
な
ど
を
取
り
ま
と
め
全

国
的
な
系
統
運
用
を
図

る
」「
各
区
域
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
な
ど
に
関
し
広
域

的
な
運
用
調
整
を
行
う
」

「
需
給
ඡ
ഭ
時
に
電
力
༥

通
な
ど
を
指
示
す
る
」「
新

規
電
源
の
઀
続
受
෇
や
系

統
情
報
の
公
開
」
な
ど
。

基
盤
的
施
策
に
大
別
し
た
３

項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳

細
が
ه
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
基
本
的
方
向
に
は
、
࣋

続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目

指
す
と
い
う
目
標
や
、
お
お

む
Ͷ
５
年
間
と
す
る
計
画
期

間
、
国
・
自
治
体
・
事
業
者

な
ど
各
主
体
の
໾
割
を
示
し

た
。
加
え
て
「
あ
ら
ゆ
る
関

連
施
策
に
気
候
変
動
適
応
を

備
し
て
お
く
な
ど
、
温
暖
化

の
影
響
に
対
応
す
る
「
適
応

策
」
の
ࠎ
֨
に
な
る
。「
適

応
策
」
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
活
動
な
ど
温
暖
化
自

体
を
௿
減
さ
せ
よ
う
と
す
る

「
緩
和
策
」
と
合
わ
せ
、
温

暖
化
対
策
の
྆
ྠ
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ɹ

同
計
画
に
は
、
施
策
の
基

本
的
方
向
、
分
野
別
施
策
、

ɹ

２
０
１
８
年
11
月
、
政
府

は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
ѱ
影

響
の
回
避
・
軽
減
を
図
る「
気

候
変
動
適
応
計
画
」
を
ֳ
議

決
定
し
た
。
大
雨
の
増
加
に

対
し
て
ߑ
水
調
整
施
設
を
整

組
み
込
む
」
な
ど
７
つ
の
基

本
ઓ
略
も
明
示
し
た
。
こ
の

ઓ
略
の
も
と
で
関
܎
府
省
庁

が
ີ
઀
に
連
携
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

ɹ

分
野
別
施
策
で
は
、
例
え

ば
農
業
分
野
で
は
高
温
଱
性

が
あ
る
コ
メ
の
開
発
や
普
及

な
ど
を
あ
げ
、
そ
の
ほ
か
水

環
境
、生
態
系
、݈
߁
、産
業
、

生
活
と
い
っ
た
分
野
ご
と
の

適
応
策
を
示
し
て
い
る
。

力
エ
リ
Ξ
で
Ԇ
べ
約
２
２

０
万
ށ
と
、
ࡕ
ਆ
・
୶
路

大
਒
災
に
よ
る
Ԇ
べ
約
２

６
０
万
ށ
に
も
ま
さ
る
規

模
の
停
電
と
な
っ
た
。
ま

た
同
月
下
०
に
は
強
い
風

 省エネへ、
二人三脚。

ɹ

２
０
１
８
年
11
月
、
世
界
気
象
機
関

（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
２
０
１
７
年
ま
で
の

؍
測
結
果
を
ま
と
め
た
「
温
室
効
果
ガ

ス
年
報
第
14
号
」
を
公
表
し
た
。
年
報

は
、
Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
要
੥
に
基
づ
き
日
本
の

気
象
庁
が
運
営
す
る
「
温
室
効
果
ガ
ス

世
界
資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
̜
̜
）」

に
よ
っ
て
世
界
中
で
؍
測
さ
れ
た
デ
ー

タ
が
収
集
・
分
析
さ
れ
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
作
成
さ
れ
る
。

ɹ

主
要
な
３
つ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
２

０
１
７
年
の
世
界
平
均
ೱ
度
は
、
い
ず

れ
も
؍
測
史
上
最
高
を
ߋ
新
し
た
。
そ

の
う
ち
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
は
４
０
５
・
５

ʶ
０
・
１
̿
̿
̼
で
、
前
年
か
ら
０
・

他
の
土
地
利
用
変
化
か
ら
の
放
出
に
よ

る
結
果
」
と
し
て
い
る
。

ɹ

Ｃ
Ｏ
２

に
次
͙
メ
タ
ン
の
ೱ
度
は
１

８
５
９
ʶ
２
̿
̿
̱
（「
̿
̿
̱
」
は

大
気
中
の
分
ࢠ
10
億
ݸ
中
、「
̿
̿
̼
」

は
同
１
０
０
万
ݸ
中
の
ݸ
数
）。
前
年

か
ら
０
・
３
８
％
（
７
̿
̿
̱
）
増
加

し
た
。
工
業
化
以
前
は
約
７
２
２
̿
̿

̱
で
、そ
の
２
５
７
％
に
ୡ
し
て
い
る
。

３
つ
目
の
一
酸
化
二
஠
素
の
ೱ
度
は
３

２
９
・
９
ʶ
０
・
１
̿
̿
̱
。
前
年

か
ら
０
・
２
７
％
（
０
・
９
̿
̿
̱
）

５
５
％
（
２
・
２
̿
̿
̼
）
増
加
し
た
。

工
業
化
（
１
７
５
０
年
頃
）
以
前
の
約

２
７
８
̿
̿
̼
と
比
較
し
て
１
４
６
％

に
拡
大
し
て
い
る
。
年
報
で
は
そ
の
原

Ҽ
を
「
主
と
し
て
化
石
燃
料
の
燃
ম
と

セ
メ
ン
ト
生
産
及
び
森
林
伐
採
と
そ
の

ੈ
ք
ฏ
ۉ
ೱ
౓
ỏ؍
測
࢙
্
࠷
ߴ
を
ߋ
৽

増
加
。
工

業
化
以
前

は
約
２
７

０
̿
̿
̱

で
、
そ
の
１
２
２
％
に
な
っ
た
。

ɹ

年
報
は
、
２
０
１
８
年
12
月
に
ϙ
ー

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
24
）
で
഑
෍
さ
れ
、
基
ૅ
資
料
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。ɹ

環境政策最前線
識者 COLUMN
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ɹ

新
し
い
元
号

は
本
紙
が
発
送

さ
れ
る
こ
ろ
発

表
さ
れ
る
。
年

４
回
の
ق
ץ
で

あ
る
本
紙
。
今
号
は
４
月
、

次
号
は
７
月
の
発
行
だ
。
５

月
の
改
元
時
期
を
ま
た
͙
こ

と
に
な
る
が
、
今
56
号
は
چ

元
号
最
後
の
発
行
と
し
て
൛

面
上
部
の
西
ྐྵ
に
ฒ
べ
る
年

号
ه
ࡌ
を
「
平
成
」
の
ま
ま

と
し
て
い
る
。

▼
日
本
の
新
し
い
１
า
と
な

る
年
だ
か
ら
、
こ
の
機
に
歴

史
を
ৼ
り
ฦ
っ
て
お
こ
う
と

考
え
年
表
を
た
͙
っ
て
み
る

と
大
き
な
અ
目
に
あ
た
っ
て

い
た
。
ه
念
行
事
な
ど
も
開

催
さ
れ
て
お
り
ط
知
の
方
も

多
い
だ
ろ
う
。
人
類
が
大
き

な
１
า
を
౿
み
出
し
た
ॠ
間

か
ら
ち
Ỷ
う
ど
50
年
。
人
間

が
月
に
降
り
立
ち
１
า
目
の

足
跡
を
つ
け
た
と
き
。
Ξ
ϙ

ロ
11
号
の
月
面
ண
཮
は
１
９

６
９
年
７
月
だ
っ
た
。

▼
38
万
㌔
㍍
以
上
も
཭
れ
た

場
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
ࣸ

ਅ
や
ө
像
で
、
月
面
か
ら
見

る
地
球
の
࢟
を
ॳ
め
て
目
に

し
、
そ
の
小
さ
さ
、
は
か
な

さ
、
ඒ
し
さ
を
思
い
知
っ
た

人
は
多
い
。
յ
れ
や
す
い
ガ

ラ
ス
ۄ
の
よ
う
な
星
を
大
切

に
守
ら
な
く
て
は
と
心
に
刻

ん
だ
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

▼
平
成
の
30
年
、
月
面
か
ら

自
分
の
住
む
࿭
星
の
࢟
を
目

に
し
て
か
ら
50
年
。
人
類
が

そ
の
期
間
、
地
球
環
境
に
ど

ん
な
影
響
を
༩
え
て
き
た
か

と
໰
う
の
は
別
の
機
会
に
し

よ
う
。
も
し
今
、
そ
の
答
え

に
後
ろ
め
た
さ
が
含
ま
れ
る

よ
う
な
ら
、
ੋ
が
非
で
も
次

の
અ
目
に
、
಄
を
ਨ
れ
ず
ڳ

を
ு
っ
て
「
こ
こ
が
ࢲ
た
ち

の
暮
ら
す
星
」
と
ތ
ろ
う
。

ݖ
取
引
な
ど
）
の
ル
ー
ル
は

議
論
を
継
続
す
る
。

ɹ

第
２
は
、
各
国
の
削
減
目

標
の
上
積
み
を
検
討
し
て
き

た
λ
ϥ
ϊ
Ξ
ର
࿩
（
左
欄
用

語
解
説

）
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
反
ө
さ
せ
る
か
。

さ
ら
な
る
排
出
削
減
要
੥
に

つ
な
が
る
の
を
ݏ
う
産
油
国

な
ど
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、

議
論
の
結
果
、
各
国
が
今
後

の
削
減
目
標
を
策
定
す
る
際

に
は
、
タ
ラ
ノ
Ξ
対
࿩
の
内

容
を
考
ྀ
す
る
と
い
う
文
ݴ

が
採
୒
文
書
に
ه
さ
れ
た
。

０
０
億
Ἇ
」
は
、
先
進
国
全

体
で
ୡ
成
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
の
支
ԉ
額
は
、
先
進
国

が
２
年
ご
と
に
示
し
て
い
く

こ
と
で
合
意
。
２
０
２
５
年

の
目
標
設
定
に
つ
い
て
は
２

０
２
０
年
か
ら
ަ
ব
を
開
࢝

し
て
い
く
。

ɹ

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
は
２
０
１

９
年
11
月
、
南
ถ
の
チ
リ
で

開
催
さ
れ
る
。

同
様
に
対
策
強
化
の
必
要
性

を
指
ఠ
す
る
「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
発
表
の
「
１
・

５
℃
特
別
報
告
書
」
の
内
容

も
今
後
の
議
論
に
生
か
す
。

ɹ

第
３
は
、
途
上
国
へ
の
資

ۚ
支
ԉ
。
支
ԉ
実
੷
報
告
書

が
公
表
さ
れ
、
２
０
０
９
年

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
総
額
目
標
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
「
２

０
２
０
年
ま
で
に
年
間
１
０

的
に
公
表
す
る
削
減
目
標
に

ど
の
よ
う
な
項
目
を
ه
ࡌ
す

る
か
、
取
り
組
み
の
成
果
を

ど
う
検
証
す
る
か
、
な
ど
に

つ
い
て
先
進
国
と
途
上
国
で

差
異
を
つ
け
る
か
ど
う
か
意

見
が
対
立
し
て
い
た
が
、
最

ऴ
的
に
は
、
技
術
力
に
๡
し

い
途
上
国
に
対
し
柔
軟
性
を

࣋
た
せ
な
が
ら
、
す
べ
て
の

国
が
ڞ
通
ル
ー
ル
に
従
う
こ

と
で
合
意
し
た
。
そ
の
ほ
か

の
細
ଇ
に
つ
い
て
も
ほ
΅
意

見
は
集
約
さ
れ
、
運
用
開
࢝

に
必
要
な
実
施
指
਑
は
採
୒

さ
れ
た
。
結
論
が
出
な
か
っ

た
市
場
メ
カ
χ
ズ
ム
（
排
出

ɹ

締
約
国
約
２
０
０
カ
国
が

参
加
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
は
、

主
に
３
つ
の
重
要
な
項
目
が

࿩
し
合
わ
れ
た
。

ɹ

第
１
は
ަ
ব
期
ݶ
を
ܴ
え

て
い
た
パ
リ
協
定
の
実
施
指

਑
を
決
め
る
こ
と
。
パ
リ
協

定
の
２
０
２
０
年
運
用
開
࢝

に
向
け
、
こ
こ
で
決
定
で
き

な
け
れ
ば
す
で
に
発
効
し
て

い
る
国
際
ル
ー
ル
が
஦
に
ු

い
て
し
ま
う
。
各
国
が
自
主

201� 年ౙ季号 クロスワードパズルの答え

̢̬̤ެද、2017 年ԹࣨޮՌΨε؍ଌ݁Ռ

ɹ

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
通
り
で
す
。

水
色
の
二
重
囲
み
マ

ス
に
あ
る
５
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た

「
タ
Ϥ
ウ
セ
イ
（
多
様

性
）」
が
正
解
。
今
回

も
、
８
面
に
楽
し
い
パ

ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日本テクノのＣＭを配信中

Թ
ஆ
Խ
の
ඃ
֐
ỏճ
ආ
ɾ
ܰ
ݮ
Λ
ਤ
Δ

▼
ύ
Ϧ
ڠ
ఆ

ɹ

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
国
際
的
な
枠
組
み
。
２
０

１
５
年
に
国
連
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
第
21
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
採
୒
、

２
０
１
６
年
に
発
効
し
た
。

ɹ

世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇

を
産
業
革
命
以
前
か
ら
２
℃

未
満
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
努
力
目
標
と
し
て
１
・

５
℃
未
満
も
掲
げ
て
い
る
。

す
べ
て
の
締
約
国
が
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
自
主

的
に
公
表
し
対
策
を
実
施
す

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
は
協
定
を

運
用
す
る
た
め
の
実
施
指
਑

を
決
め
た
。

ɹ

２
０
１
８
年
12
月
、
ϙ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
ウ
ỹ
π
ỻ
で
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
24
）
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
０
年
か
ら
運
用
が
開
࢝
さ
れ
る
「
パ
リ
協
定
」
に
必
要
な
細
ଇ
（
実
施
指
਑
）
な
ど

を
採
୒
し
た
。
先
進
国
と
途
上
国
で
つ
け
る
べ
き
差
異
や
資
ۚ
支
ԉ
の
内
容
な
ど
で
議
論
は
難
ߤ
し
た
が
、
会
期
を

Ԇ
長
し
て
合
意
に
至
り
、
新
た
な
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
枠
組
み
を
開
࢝
す
る
準
備
が
ほ
΅
で
き
た
。
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電
力
Π
ϯ
ϑ
ϥ
ڧ
ᯰ
Խ
の
ୈ
Ұ
า
ᴹM
஍
Ҭ
ࣗ
཯
ܕ
ά
Ϧ
ỽ
υ ���� ʔ ��� ʔ ���

答えは「タϤウセイ　
（ଟ༷ੑ）」でした。

多数のご応募ありがとうございました。

෼ࢄ電ݯで電ྗձࣾ΁の全໘ґଘ͔Β୤٫

企画 / 編集：ダイアローグ　校正：ディクション

５
日
本
テ
ク
ノ
社
員
群
像

お
客
様
の
感
謝
を
や
り
が
い
に
【
上
野
智
行
】

７
̨
̢
̖
̧
̩
̘
̡
̤
̘
ɹ̠

৽
音
声
Λ
௥
Ճ
！ɹ

選
べ
る
！
多
彩
な
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

８"
MM GPS +"

P
"

/

ɹ

テ
ク
ノ
Ϣ
ồ
β
ồ
෮
ڵ
΁
の
า
Έ

支
援
者
の
後
押
し
で
復
興
決
意
【
株
式
会
社
山
陽
化
成
】

８
い
ỳ
さ
ん
の
ち
ょ
ỳ
ͱ
い
い
࿩

《
最
終
回
》
さ
よ
う
な
ら

連
載
記
事
ほ
かɹ

ủ
ύ
Ϧ
ڠ
ఆ
Ứ࣮
ࢪ
ࢦ
਑
を
࠾
୒

差
異
な
く
共
通
ル
ー
ル
で
目
標
や
成
果
を
検
証

C0P24 で࿩͠߹ΘΕたओなٞ୊

「気候変動適応計画」でࣔ͠た̓ͭのجຊઓུ

。লʮ気ީ変動ద応計画についてʯよりڥ؀※

■
උ
͑
͸
ສ
શ
か
ᴹ
ᴹ
ࡂ
֐
࣌
の
ి
気
事
ނ

４

緊
急
時
に
あ
わ
て
な
い

非
常
用
発
電
機
の
運
用

■
ࣗ
࣏
体
エ
コ
ϩ
δ
ồ
ઌ
ਐ
事
ྫ

３

１
０
０
％
出
資
の
株
式
会
社
で
新
電
力
【
石
川
県
加
賀
市
】

ϋ Φ κ ウ
ツ シ タ 　 リ
ώ イ 　 チ ョ
ϊ 　 セ イ 　
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࿈気候変動࿮૊Έ৚໿ࠃ
第 24 ճ క ໿ ࠃ ձ ٞ

‒ パリڠఆの実施ࢦ਑
ݕ減໨ඪや取り組みの成Ռを࡟のࠃ֤⇒

ূするํ๏は、ઌਐࠃと్上ࠃでࠩを
つけͣ、ݪଇとしてڞ௨のϧーϧのも
とに実ࢪするʜなど大൒の߲໨で合ҙ。
場ϝΧࢢ取ҾといͬたݖՈؒの排出ࠃ⇒

χζϜのϧーϧなどについてはҾ͖続
͖ٞ࿦していく。

‒ タϥϊΞ対࿩の൓ө 
⇒໿１年をかけて֤ࠃの࡟減໨ඪの上ੵ

みをݕ౼して͖たタϥϊアର࿩について
は、֤ࠃがͦの成Ռをྀߟして、ޙࠓ
の໨ඪをࡦ定していく。
⇒１．５℃の温暖化についてʮ気ީ変動に

ؔする政府ؒύωϧ（*1$$）ʯがఏ出
した特ผใࠂॻの内༰も、ޙࠓのٞ࿦
に生かしていく。

‒ ్্国に対͢るࢧۚࢿԉ 
⇒これまでの໨ඪͩͬたʮ２０２０年までに

年ؒ �
��� ԯυϧʯのࢧԉはୡ成で
͖るࠐݟみであることを確ೝ。
⇒２０２５年の໨ඪઃ定につては２０２０年

からަবを։࢝。

ᶃ ͋ΒΏΔؔ࿈施策に気候変動適応を૊ΈࠐΉ
೶業ɾ๷ࡂ౳の֤ࡦࢪにద応を組みࠐみޮՌ的にࡦࢪをਪਐ

ᶄ Պֶత஌ݟにͮ͘ج気候変動適応を推ਐ͢Δ
ٕ、ڀݚɾ༧ଌɾධՁ、ௐࠪࢹଌɾ؂؍ ज़։発のਪਐ

ᶅ ؔػڀݚのӳ஌をू໿͠、৘報ج൫を੔උ͢Δ
ػڀݚのࠃ所ɾڀݚڥ؀ཱࠃ ɾؔ地Ҭద応ηンターの࿈ܞ

ᶆ ஍Ҭの࣮৘に応͡た気候変動適応を推ਐ͢Δ
地Ҭ計画のࡦ定ࢧԉ、広Ҭٞڠ会の活༻

ᶇ ࠃຽのཧղをਂΊ、׆ۀࣄ動に応͡た気候変動適応をଅਐ͢Δ
ల։ࡍࠃՃの影響Ϟχタリング、ద応Ϗδωスのࢀຽࠃ

ᶈ 開発్্ࠃの適応ೳྗの向্に͢ݙߩΔ
アδアଠ平༸地Ҭでの৘ใج൫作りによる్上ࢧࠃԉ

ᶉ ؔߦ܎੓ؔػのີۓな࿈ྗڠܞ体੍を֬อ͢Δ
気ީ変動ద応ਪਐ会 （ٞٞ௕：ڥ؀大ਉ）のもとでのলி࿈ܞ

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ɹ

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
主
な
内
訳
は
、
工

場
な
ど
「
産
業
部
門
」
が
４

億
１
３
０
０
万
㌧
で
前
年
度

比
１
・
５
％
（
６
４
０
万
㌧
）

減
、
自
動
車
な
ど
「
運
輸
部

門
」
が
２
億
１
３
０
０
万
㌧

で
同
０
・
９
％
（
１
９
０
万

㌧
）
減
、
঎
業
や
オ
フ
ỹ
ス

な
ど
「
業
務
そ
の
他
部
門
」

が
２
億
６
０
０
万
㌧
で
同

２
・
７
％（
５
７
０
万
㌧
）減
、

「
家
ఉ
部
門
」
が
１
億
８
８

０
０
万
㌧
で
同
１
・
８
％（
３

２
０
万
㌧
）
増
だ
っ
た
。
家

ఉ
部
門
の
増
加
は
、
前
年
度

よ
り
冬
の
気
温
が
௿
く
暖
๪

で
石
油
製
品
の
使
用
が
増
え

た
こ
と
な
ど
が
要
Ҽ
。

ཧ
由
は
、
太
陽
光
発
電
と
い

っ
た
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
や

原
ࢠ
力
発
電
所
再
Ք
ಇ
に
よ

っ
て
非
化
石
燃
料
発
電
の
割

年
度
比
が
６
・
２
％
（
８
６

０
０
万
㌧
）
減
。
目
標
౸
ୡ

ま
で
ま
だ
先
は
長
い
が
、
直

近
４
年
に
ݶ
れ
ば
排
出
量
は

ண
実
に
減
少
し
て
い
る
。

ɹ

排
出
量
が
減
少
し
た
主
な

度
比
で
25
・
４
％
減
の
削
減

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
各
基

準
年
に
対
す
る
２
０
１
７
年

度
実
੷
は
、
２
０
１
３
年
度

比
が
８
・
２
％
（
１
億
１
５

０
０
万
㌧
）
減
、
２
０
０
５

ɹ

２
０
１
７
年
度
の
排
出
量

は
前
年
度
と
比
べ
て
１
・
０

％
（
１
２
０
０
万
㌧
）
減
少

し
た
。
日
本
は
２
０
３
０
年

度
に
２
０
１
３
年
度
比
で

26
・
０
％
減
、
２
０
０
５
年

合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

省
エ
ネ
活
動
の
普
及
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ফ
අ
量
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が

排
出
量
４
年
連
続
減
少

温
室
効
果
ガ
ス

２
０
１
７
年
度
速
報
値
発
表

ɹ

２
０
１
８
年
11
月
、
環
境
省
と
国
立
環
境
研
究
所
は
、
２
０
１
７
年
度
の
国
内
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
速
報
値
を
公
表
し
た
。
総
排
出
量
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
換

算
（
以
下
同
）
で
12
億
９
４
０
０
万
㌧
だ
っ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）

の
導
入
拡
大
な
ど
が
د
༩
し
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
４
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

����。ྉよりࢿল発表ڥ؀※ 年 �� ݄発表の速ใ஋。
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も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
連
が

掲
げ
る
̨
Ｄ
̜
͂
の
ୡ
成
に
も

貢
献
で
き
る
と
し
て
経
ஂ
連
は

「4PDJFUZ�5�0�GPS�4%(T

」と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
た
。

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ɹ

こ
こ
で
２
０
１
５
年
９
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
会

一
க
で
採
୒
さ
れ
た
̨
Ｄ
̜
͂

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

人
類
を
取
り
ר
く
さ
ま
͟
ま
な

՝
題
を
解
決
し
、
࣋
続
可
能
で

多
様
性
と
แ
ઁ
性
の
あ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
３
０

年
ま
で
を
期
ݶ
と
す
る
17
の
国

際
目
標
（
下
表
）
で
あ
る
。

ɹ

̨
Ｄ
̜
͂
は
採
୒
文
書
「
࣋

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０

３
０
Ξ
ジ
ỻ
ン
μ
」
に
ه
さ
れ

た
具
体
的
行
動
を
示
す
も
の
。

文
書
で
は
取
り
組
み
に
あ
た
っ

て
、
ᶃ
普
ว
性
⽅
先
進
国
を
含

め
、
す
べ
て
の
国
が
行
動
す
る

ᶄ
แ
ઁ
性
⽅
人
間
の
安
全
อ
障

の
ཧ
念
を
反
ө
し
、「
୭
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
ᶅ
参
画
型
⽅

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ϗ
ル
μ
ー

が
໾
割
を
担
う
ᶆ
統
合
性
⽅
社

会
・
経
済
・
環
境
は
不
可
分
で

あ
り
、
統
合
的
に
取
り
組
む
ᶇ

ಁ
明
性
⽅
モ
χ
タ
リ
ン
ά
指
標

を
定
め
、
定
期
的
に
フ
Ỽ
ロ
ー

Ξ
ッ
プ
す
る
ᴹ
ᴹ
を
重
ࢹ
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

ɹ

̨
Ｄ
̜
͂
へ
の
า
み
を
さ
か

の
΅
れ
ば
、
１
９
９
９
年
の
世

界
経
済
フ
Ỽ
ー
ラ
ム
（
μ
ボ
ス

会
議
）
で
の
Ξ
ナ
ン
国
連
事
務

総
長
（
当
時
）
の
໰
題
提
起
に

た
ど
り
ண
く
。
急
速
な
ά
ロ
ー

バ
ル
化
で
経
済
は
発
展
し
た

が
、
一
方
で
自
然
ഁ
յ
や
人
種

差
別
な
ど
の
໰
題
が
起
き
て
い

る
。
ا
業
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き

く
な
り
、
国
連
と
い
う
国
家
間

で
の
集
ま
り
で
は
世
界
を
制
ޚ

で
き
な
く
な
り
、
ا
業
に
も
ά

ロ
ー
バ
ル
な
՝
題
解
決
へ
の
参

画
を
求
め
て
い
た
の
だ
。

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ɹ

経
ஂ
連
加
ໍ
ا
業
の
当
社
も

4PDJFUZ�5�0�GPS�4%(T

の
実

現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
ま
ず
事
業
内
容
そ
の
も

の
か
ら
生
ま
れ
る
流
れ
が
そ
れ

N*)ON 5&C)NO　̎̌ 1��0�

ɹ

２
０
１
８
年
11
月
、
日
本
経

済
ஂ
体
連
合
会
（
経
ஂ
連
）
は

提
ݴ
「4PDJFUZ�5�0

ᴹ
と
も
に

૑
造
す
る
未
来
ᴹ
」
を
発
表
し

た
。
人
類
が
こ
れ
ま
で
า
ん
で

き
た
ङ
ྌ
社
会
、
農
ߞ
社
会
、

工
業
社
会
、
情
報
社
会
に
続
き

第
５
ஈ
階
の
新
た
な
「
૑
造
社

会
」
へ
向
か
う
指
標
だ
。
デ
ジ

タ
ル
革
新
と
多
様
な
人
々
の
想

像
・
૑
造
力
の
༥
合
で
社
会
の

՝
題
を
解
決
し
、
価
値
を
૑
造

す
る
社
会
を
つ
く
る
。
経
済
成

長
だ
け
で
な
く
社
会
՝
題
の
解

決
や
自
然
と
の
ڞ
生
を
目
指
す

5IJOLJOH5IJOLJOH5IJOLJOH
5FDIOP�T5FDIOP�T5FDIOP�T
5IJOLJOH5IJOLJOH5IJOLJOH

電
力
ձ
ࣾ
੾
Γ
ସ
͑
１
０
０
０
ສ
݅
ಥ
ഁ

޿
Ҭ
機
ؔ
ス
Π
ッ
ν
ϯ
ά
ࢧ
ԉ
γ
ス
テ
Ϝ
ྦྷ
ܭ

生
෺
ଟ
༷
ੑ
৚
໿
̘
̤
̥
14
։
࠵

ɹ

２
０
１
８
年
11
月
、
エ
ジ
プ
ト

の
シ
Ỿ
ル
ムŋ

エ
ルŋ

シ
ỻ
イ
ク

で
「
人
間
と
地
球
の
た
め
の
生
物

多
様
性
へ
の
౤
資
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
生
物
多
様
性
条
約
第
14
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
14
）
が
開
催

さ
れ
た
。
締
約
国
や
国
際
機
関
、

先
住
民
代
表
、
市
民
ஂ
体
な
ど
３

８
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

ɹ

２
０
２
０
年
以
降
の
生
物
多
様

性
に
関
す
る
世
界
目
標
を
策
定
す

る
た
め
、
ワ
ー
Ω
ン
ά
ά
ル
ー
プ

の
設
立
、
地
域
区
分
ご
と
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
ֳ
྅
ڃ
パ
ネ

ル
の
設
立
な
ど
が
決
ま
っ
た
。
生

物
多
様
性
に
関
す
る
取
り
組
み
を

社
会
経
済
活
動
の
中
に
組
み
込
む

「
主
流
化
」
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
、
߭
業
、
イ
ン
フ
ラ

分
野
、
製
造
お
よ
び
加
工
業
に
お

い
て
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
、
各
締
約
国
や
経
済
界
に

対
し
主
流
化
の
ા
置
を
と
る
よ
う

求
め
る
内
容
も
採
୒
さ
れ
た
。

༸
্
෩
ྗ
ී
ٴ
΁
ؔ
連
๏
੒
ཱ

ɹ

２
０
１
８
年
11
月
、
国
会
で
一

般
海
域
の
洋
上
風
力
発
電
に
関
す

る
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め
た
「
海
洋

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
整
備
に
܎
る
海
域
の
利
用
の
ଅ

進
に
関
す
る
法
཯
（
再
エ
ネ
海
域

利
用
法
）」
が
可
決
・
成
立
し
た
。

ɹ

こ
れ
ま
で
一
般
海
域
の
ಠ
占
利

用
（
占
用
）
に
つ
い
て
は
統
一
的

な
ル
ー
ル
が
な
く
、
自
治
体
ご
と

に
３
〜
５
年
程
度
の
期
間
で
ڐ
可

さ
れ
て
い
た
。
再
エ
ネ
海
域
利
用

法
で
は
、
そ
の
占
用
ڐ
可
を
最
大

30
年
間
に
し
た
。
政
府
が
ଅ
進
区

域
を
指
定
し
、
そ
こ
で
洋
上
風
力

発
電
を
す
る
事
業
者
を
公
ื
、
提

出
さ
れ
た
事
業
計
画
の
内
容
に
よ

っ
て
事
業
者
を
બ
定
し
、
発
電
事

業
を
実
施
す
る
。
政
府
は
自
治
体

や
ړ
業
ஂ
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

協
議
会
を
設
置
し
、
先
行
利
用
者

と
の
調
整
の
枠
組
み
も
つ
く
る
。

大
ઇ
、ߴ
Թ
、大
Ӎ
ộ
２
０
１
８
年
の
ఱ
ީ

ɹ

２
０
１
９
年
１
月
、
気
象
庁
は

年
間
の
状
況
を
ま
と
め
た
「
２
０

１
８
年
の
日
本
の
天
候
」
を
公
表

し
た
。
大
雪
、
高
温
、
大
雨
な
ど

に
見
෣
わ
れ
た
１
年
だ
っ
た
。

ɹ

全
国
的
に
௿
温
だ
っ
た
冬
は
北

཮
地
方
を
中
心
に
大
雪
と
な
っ

た
。
ަ
通
障
害
が
発
生
し
、
෱
Ҫ

で
は
37
年
Ϳ
り
に
最
ਂ
積
雪
が
１

４
０
₉
㍍
を
௒
え
た
。
夏
は
多
く

の
地
方
で
ക
雨
明
け
が
早
く
、
ݫ

し
い
暑
さ
が
長
い
間
続
い
た
。
７

月
23
日
、
۽
୩
で
は
国
内
歴
代
１

Ґ
の
41
・
１
℃
を
ه
࿥
し
た
。

ɹ

西
日
本
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
大
雨

も
あ
っ
た
。
７
月
上
०
の
ക
雨
前

ઢ
の
停
଺
で
西
日
本
を
中
心
に
数

日
に
わ
た
っ
て
ه
࿥
的
な
大
雨
と

な
り
、
土
砂
災
害
な
ど
ਙ
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

関
の
「
ス
イ
ッ
チ
ン
ά
支
ԉ

シ
ス
テ
ム
」
で
送
電
の
切
り

る
際
、
ਃ
し
込
み
を
受
け
た

小
売
電
気
事
業
者
は
広
域
機

が
供
給
先
の
電
力
会
社
（
小

売
電
気
事
業
者
）
を
変
ߋ
す

ɹ

一
般
家
ఉ
な
ど
ܖ
約
電
力

５
０
０
㌔
㍗
未
満
の
需
要
家

ɹ

２
０
１
９
年
１
月
、
ి
ྗ
޿
Ҭ
త
ӡ
Ӧ
ਪ
ਐ
ػ
ؔ
（
޿
Ҭ
ػ
ؔ
⽅
̍
໘
用
語
解
説

）

は
、
２
０
１
８
年
12
月
຤
ま
で
の
電
力
会
社
切
り
ସ
え
に
用
い
る
シ
ス
テ
ム
利
用
状
況
を

ま
と
め
公
表
し
た
。
２
０
１
６
年
３
月
の
運
用
開
࢝
以
来
３
年
足
ら
ず
で
切
り
ସ
え
件
数

が
１
０
０
０
万
件
を
௒
え
た
。

ସ
え
手
続
き
を
す
る
。
広
域

機
関
は
そ
の
件
数
を
ま
と
め

定
期
的
に
公
表
し
て
い
る
。

ɹ

２
０
１
８
年
12
月
຤
時
点

の
切
り
ସ
え
（
ス
イ
ッ
チ
ン

ά
）
ਃ
੥
件
数
は
前
月
か
ら

29
万
６
６
０
０
件
増
え
、
１

０
０
６
万
３
６
０
０
件
に
な

っ
た
。
シ
ス
テ
ム
運
用
開
࢝

か
ら
２
年
10
カ
月
で
１
０
０

０
万
件
の
大
台
に
৐
っ
た
。

ɹ

エ
リ
Ξ
（
大
手
電
力
会
社

؅
内
）
別
の
件
数
は
、
北
海

道
ử
46
万
５
９
０
０
件
、
東

北
ử
44
万
６
１
０
０
件
、
東

ژ
ử
４
９
４
万
７
８
０
０

件
、
中
部
１
０
２
万
４
５
０

０
件
、
北
཮
ử
６
万
２
１
０

０
件
、
関
西
ử
２
０
７
万
１

５
０
０
件
、
中
国
ử
19
万
９

８
０
０
件
、
四
国
ử
15
万
７

１
０
０
件
、
九
州
ử
68
万
４

３
０
０
件
、
ԭ
ೄ
ử
４
５
０

０
件
だ
っ
た
。

ɹ

な
お
、
こ
の
件
数
は
ਃ
੥

か
ら
ܖ
約
切
り
ସ
え
ま
で
の

期
間
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
政
府
の
電
力
・
ガ
ス
取

引
؂
ࢹ
等
ҕ
һ
会
が
公
表
す

る
数
値
と
は
異
な
る
。

ら
ை
流
の
झ
ࢫ
に
Ԋ
う
。
お
٬

様
へ
の
省
エ
ネ
活
動
支
ԉ
か
ら

生
産
性
が
向
上
し
、
そ
れ
に
よ

り
ا
業
が
発
展
し
て
、
従
業
һ

を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
ス

テ
ー
ク
ϗ
ル
μ
ー
に
豊
か
さ
が

も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
し

て
17
目
標
の
う
ち
特
に
関
連
が

ਂ
い
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
以
下

の
４
分
野
に
な
る
。

ɹ

ᶉ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ᶏ
気
候
変
動

で
は
、
電
気
の
安
定
供
給
と
安

全
・
安
心
を
守
り
、
よ
り
環
境

負
荷
の
少
な
い
電
源
の
活
用
や

省
エ
ネ
活
動
支
ԉ
を
進
め
る
。

ᶊ
成
長
・
ޏ
用
で
は
、
長
期
༗

給
ٳ
Ջ
取
得
制
度
や
残
業
時
間

削
減
な
ど
ಇ
き
方
改
革
に
力
を

注
͙
。
ᶎ
生
産
・
ফ
අ
で
は
、

３
̧
活
動
に
よ
り
「
つ
か
う
੹

೚
」
を
果
た
し
、
そ
の
श
׳
を

従
業
һ
の
日
常
生
活
で
も
意
識

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
。

ɹ

日
本
テ
ク
ノ
は
常
に「
社
会
」

を
中
心
に
ଊ
え
た
事
業
に
携
わ

っ
て
い
る
。

̨̙ ̜͂ Λݟਾ͑ͳ͕Β
૑଄ࣾձΛங͘ۀا

eco topicseco topics
Թ
ࣨ
ޮ
Ռ
Ψ
ス
؍
ଌ
ٕ
ज़
Ӵ
੕
ủ
い
Ϳ
き
２
号
Ứ
ଧ
ち
্
͛
੒
ޭ

ɹ

２
０
１
８
年
10
月
、
種
ࢠ
ౡ
Ӊ
஦
セ
ン
タ
ー
で
温

室
効
果
ガ
ス
؍
測
技
術
Ӵ
星
「
い
Ϳ
き
２
号
」
が
̝

２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
40
号
機
に
よ
り
ଧ
ち
上
げ
ら
れ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
Ӵ
星
を
分
཭
し
た
あ
と
の
太
陽
電
池

パ
ド
ル
の
展
開
や
各
種
機
ث
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
行

う
「
ク
リ
テ
ỹ
カ
ル
運
用
」
も
ແ
事
ऴ
ྃ
し
、
Ӵ
星

は
次
の
運
用
工
程
に
入
っ
た
。

ɹ
「
い
Ϳ
き
２
号
」
は
環
境
省
、
Ӊ
஦
ߤ
ۭ
研
究
開

発
機
構
（
̟
Ａ
̭
Ａ
）、
国
立
環
境
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｅ
̨
）
の
ڞ
同
開
発
Ӵ
星
。
２
０
０
９
年
１
月
に
ଧ

ち
上
げ
ら
れ
た
「
い
Ϳ
き
」
の
後
継
機
で
、
Ӊ
஦
か

ら
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

や
メ
タ
ン
の
ೱ
度
な
ど
を
測
定
し
、
地
球
温
暖
化
の

予
測
や
排
出
量
の
検
証
に
໾
立
て
る
。

ɹ

Ӣ
を
避
け
て
؍
測
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ỻ
ン
ト
ϙ
イ

ン
テ
ỹ
ン
ά
機
能
な
ど
前
機
よ
り
も
性
能
が
高
い
؍

測
セ
ン
サ
ー
が
౥
ࡌ
さ
れ
、
排
出
量
推
計
精
度
の
向

上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
一
酸
化
炭
素

の
吸
収
・
排
出
源
の
特
定
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
に
よ

る
大
気
汚
染
の
؂
ࢹ
に
も
利
用
さ
れ
る
。

εイッνンά開࢝ਃ੥݅数の推移

ɹ

２
０
１
８
年
12
月
、
政
府
は

چ
来
の
も
の
を
見
直
し
た
「
国

土
強
ᯰ
化
基
本
計
画
」
を
ֳ
議

決
定
し
た
。
大
規
模
自
然
災
害

に
備
え
、
蓄
積
さ
れ
た
知
見
や

社
会
情
੎
の
変
化
を
౿
ま
え
て

改
定
し
た
。
基
本
計
画
は
「
強

く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実

現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災

等
に
資
す
る
国
土
強
ᯰ
化
基
本

法
」
に
基
づ
く
も
の
。
改
定
前

の
計
画
は
２
０
１
４
年
６
月
に

策
定
さ
れ
て
い
た
。

ɹ

改
定
計
画
の
決
定
と
と
も

に
、
集
中
し
て
対
ॲ
す
べ
き
重

要
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
ᯰ
化
の
た

め
の
３
か
年
ۓ
急
対
策
」
も
ֳ

議
決
定
し
た
。
ۓ
急
対
策
の
期

間
は
２
０
１
８
〜
２
０
２
０
年

度
。
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

ߜ
り
込
み
、
３
年
間
の
重
点
的

施
策
と
し
た
。

ɹ

ۓ
急
対
策
の
事
業
規
模
は
約

７
ஹ
円
を
見
込
み
、
防
災
関
連

に
約
３
・
６
ஹ
円
、
国
民
経
済
・

生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
関
連

に
約
３
・
４
ஹ
円
を
౤
入
す
る
。

そ
の
う
ち
「
電
力
等
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
の
確
อ
」
の
項
目
に
は

約
３
０
０
０
億
円
を
ॆ
当
。
具

体
的
に
は
「
電
力
イ
ン
フ
ラ
の

強
ᯰ
化
」「
風
力
発
電
の
安
全

確
อ
」「
災
害
時
に
໾
立
つ
再

エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
」
な

ど
の
対
策
を
実
施
す
る
。

ɹ

ほ
か
に
「
大
規
模
な
ਁ
水
、

土
砂
災
害
、
地
਒
・
௡
波
等

に
よ
る
被
害
の
防
止
・
最
小

化
」（
約
３
ஹ

円
）、「
食
料
供

給
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ỻ
ー
ン
等

の
確
อ
」（
約
１
ஹ
円
）、「
཮

海
ۭ
の
ަ
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
อ
」（
約
２
ஹ
円
）
な
ど
を

進
め
、
自
然
災
害
に
強
い
国
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

た
「
施
設
な
ど
の
౗
յ
に
よ
る

多
数
の
ࢮ
ই
者
発
生
」
や
「
電

力
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の

長
期
機
能
停
止
」
と
い
っ
た
45

項
目
の
「
起
き
て
は
な
ら
な
い

最
ѱ
の
事
態
」
か
ら
20
項
目
を

３
Χ
೥
ͷ
Π
ϯ
ϑ
ϥ
ۓ
ٸ
ର
ࡦ
ʹ
໿
̓
ஹ
ԁ

௚͠ݟຊ計画をجԽᯰڧ౔ࠃ

る
化
学
物
質
を
定
め
て
い
る
。

ɹ

第
１
条
「
目
的
」
で
は
、
人
の

݈
߁
お
よ
び
環
境
を
જ
在
的
な
害

か
ら
守
る
と
と
も
に
化
学
物
質
の

適
正
使
用
に
د
༩
す
る
た
め
、
情

報
ަ
換
、
各
国
の
意
思
決
定
手
続

き
の
規
定
、
決
定
内
容
の
周
知
を

図
る
と
し
た
。
具
体
的
ル
ー
ル
は

輸
出
入
の
義
務
を
規
定
す
る
第
10

条
や
第
11
条
な
ど
で
示
す
。
主
な

内
容
は
、「
自
国
で
ಠ
自
に
規
制

し
た
化
学
物
質
な
ど
は
事
務
局
を

通
じ
各
国
に
通
知
す
る
」「
ෟ
ଐ

書
ᶙ
に
あ
る
対
象
物
に
つ
い
て
、

各
国
は
輸
入
条
件
（
ڐ
可
、
条
件

෇
き
ڐ
可
、
輸
入
不
可
な
ど
）
を

示
し
、
事
務
局
が
そ
れ
を
全
締
約

国
に
఻
え
る
」「
輸
出
国
は
輸
入

国
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
国
内
法

を
整
備
す
る
」「
ಠ
自
に
規
制
し

た
も
の
を
輸
出
す
る
際
は
輸
入
国

に
事
前
通
知
す
る
」「
輸
出
の
際

は
༗
害
情
報
の
ラ
ベ
ル
な
ど
を
ఴ

෇
す
る
」
な
ど
。

ɹ

条
約
の
締
約
国
会
議
は
近
年
、

化
学
物
質
・
ഇ
غ
物
関
連
の
他
の

２
条
約（
ス
ト
ッ
ク
ϗ
ル
ム
条
約
、

バ
ー
ゼ
ル
条
約
）
と
合
同
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
次
回
も
２
０
１
９

年
４
〜
５
月
に
３
条
約
合
同
で
開

か
れ
る
予
定
。

４
年
２
月
。
日
本
の
ॺ
名
は
１
９

９
９
年
８
月
。
締
約
国
数
は
１
６

１
（
２
０
１
８
年
12
月
時
点
）。

ɹ

条
約
は
、
前
文
、
30
の
条
文
、

５
つ
の
ෟ
ଐ
書
か
ら
な
る
。
そ
の

う
ち
ෟ
ଐ
書
ᶙ
で
Ｄ
Ｄ
̩
や
水
ۜ

化
合
物
、
Ｐ
Ｃ
̗
な
ど
対
象
と
な

質
及
び
ۦ
除
ࡎ
に
つ
い
て
の
事
前

の
か
つ
情
報
に
基
づ
く
同
意
の
手

続
に
関
す
る
ロ
ッ
テ
ル
μ
ム
条

約
」。
事
前
通
報
・
同
意
手
続
き

（1SJPS�*OGPSNFE�$POTFOU

）
の

略
称
を
と
っ
て
「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
条
約
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
発
効
は
２
０
０

ɹ

༗
害
な
化
学
物
質
の
輸
出
入
に

つ
い
て
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
国

連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
と
国

連
食
ྐ
農
業
機
関
（
̛
Ａ
Ｏ
）
が

そ
れ
ぞ
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
各
国
は
そ
れ
に
Ԋ
っ
た
๵
易

を
実
施
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
流

れ
を
国
際
条
約
と
し
て
明
文
化
す

る
よ
う
ଅ
し
た
の
が
「
Ξ
ジ
ỻ
ン

μ
21
」（
１
９
９
２
年
開
催
の
国
連

環
境
開
発
会
議
ợ
地
球
サ
ミ
ッ
ト
Ụ

で
採
୒
さ
れ
た
環
境
อ
全
の
た
め

の
世
界
の
行
動
計
画
）だ
っ
た
。「
輸

入
国
へ
の
事
前
通
知
手
続
き
な
ど

に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討

す
べ
き
」
と
い
う
国
際
合
意
を
受

け
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
政
府
間
ަ
ব
ҕ

һ
会
を
設
け
て
議
論
を
行
い
、
条

約
は
１
９
９
８
年
９
月
に
ロ
ッ
テ

ル
μ
ム
で
採
୒
さ
れ
た
。

ɹ

正
式
名
称
は
「
国
際
๵
易
の
対

象
と
な
る
特
定
の
༗
害
な
化
学
物

　1962 年、アメリカの海洋生
物学者レイチェル ･カーソン
は著書『沈黙の春』でDDT
などの農薬による環境汚染を
警告した。以来、多くの国が
有害な化学物質の規制強化に
乗り出す。今回紹介する条約
ではそうした規制が国際貿易
においてもおろそかにされな
いよう枠組みを定めている。

ụ
ୈ
̒
ճ
Ủϩ

ỽ
ς
ϧ
μ
Ϝ
৚
໿

ϩοςϧμϜ৚໿ͷ֓ཁ

環境分野の

国際条約

ϙΠϯτղઆγϦʔζ

国際貿易の対象となる特定の有害な
化学物質及び駆除剤についての事前のかつ

情報に基づく同意の手続に関するロッテルダム条約

˝ ਖ਼໊ࣜশ ٴな化学物質֐๵қのର৅となる特定の༗ࡍࠃ
ͼۦআࡎについての事前のかつ৘ใにͮجくಉ
ҙのख続にؔするロοςϧダϜ৚໿

（3PUUFSEBN $POWFOUJPO PO UIF 1SJPS 
*OGPSNFE $POTFOU 1SPDFEVSF GPS $FSUBJO 
)B[BSEPVT $IFNJDBMT BOE 1FTUJDJEFT JO 
*OUFSOBUJPOBM 5SBEF）

˝ ɹҢܦ ���� 年։࠵の地球αϛοτで࠾୒͞れたੈք
のߦ動計画ʮアδΣンダ２１ʯに、༗֐な化学
物質のద正؅ཧが͞ٴݴれた。これをडけた
6/&1 が、౰֘Ҋ݅を৚໿化するための政府
ؒަবҕһ会をઃཱ。ҕһ会でのٞ࿦をܦて
���� 年 � ݄にΦϥンダのロοςϧダϜにて৚
໿が࠾୒͞れた。

˝ ໨ɹత 人ྨの健康͓よͼڥ؀を、જ在的な֐からอޢ
すること。ର৅となる化学物質のద正な࢖༻にد
༩すること。ͦのために輸出ೖ࣌の֤ࠃのҙࢥ
ܾ定のख続͖などを定める。

˝ ओな಺༰ ˔ ઌਐࠃでは࢖༻のࢭېાஔがとられている༗
をࠃな化学物質などが、ແ഑ྀに։発్上֐
は͡めとするଞࠃへ輸出͞れないよう事前のಉ
ҙख続͖を定めるࡍࠃ৚໿。

˔ ֤ はର৅となる化学物質にରして輸ೖ৚݅ࠃ
、をࣔし（可、輸ೖෆ可などڐ可、৚݅෇͖ڐ）
ͦの৘ใを事຿ܦہ༝です΂てのక໿ࠃがڞ
༗する。輸出のࡍは、ͦの৚݅を確ೝしたうえ
で実ࢪする。

˔ ֤ した化学物質なࢭېを༺࢖内ࠃがಠࣗにࠃ
どを輸出するࡍには、事前にͦの物質の༗֐
性৘ใなどを輸ೖࠃに௨஌する。

˙

੓
෎
ͷ
Ξ
Ϋ
γ
ἀ
ϯ
ϓ
ϥ
ϯ

ɹ

２
０
１
９
年
は
、
６
月
に
̜
20
サ
ミ

ッ
ト
が
大
ࡕ
で
、
８
月
に
第
７
回
Ξ
フ

リ
カ
開
発
会
議
（
̩
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
が

ԣ
඿
で
開
か
れ
る
。
議
長
国
・
日
本
に

お
け
る
̨
Ｄ
̜
͂
の
進
௙
状
況
は
、
各

国
の
注
目
を
集
め
る
だ
ろ
う
。

ɹ

ट
相
を
本
部
長
と
す
る
政
府
の
̨
Ｄ

̜
͂
推
進
本
部
が
決
定
し
た
̨
Ｄ
̜
͂

Ξ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
９
で
は
、

「
国
際
社
会
の
優
先
՝
題
」「
日
本
の
経

験
・
強
み
」「
国
内
主
要
政
策
と
の
連
動
」

を
౿
ま
え
つ
つ
、
以
下
の
３
分
野
に
お

い
て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
̨
Ｄ
̜
͂
と
連
動
す
る

ứ4PDJFUZ�5�0

Ừ
の
推
進
」「
̨
Ｄ
̜
͂

を
原
動
力
と
し
た
地
方
૑
生
、
強
ᯰ
か

つ
環
境
に
優
し
い
ັ
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
」「
̨
Ｄ
̜
͂
の
担
い
手
と
し
て
次

世
代
・
ঁ
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

で
あ
る
。

˙

̨
̙
̜
͂
Ͱ
஍
ํ
૑
ੜ

ɹ

推
進
分
野
の
２
つ
目
に
う
た
わ
れ
て

い
る
の
が
「
地
方
૑
生
」
だ
。
す
で
に

政
府
は
２
０
１
８
年
６
月
に
、
̨
Ｄ
̜

͂
未
来
都
市
と
し
て
29
都
市
を
બ
定
、

さ
ら
に
自
治
体
̨
Ｄ
̜
͂
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
10
の
自
治
体
事
業
を
બ
定
し
て

い
る
。
モ
デ
ル
事
業
に
は
「
Ｎ
Ｉ
̨
Ｅ

̠
Ｏ
生
活
・
モ
デ
ル
地
区
構
築
事
業
」

（
北
海
道
χ
セ
コ
ொ
）、「
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
次
世
代
モ
デ
ル
事
業
」（
北
九
州

市
）
な
ど
が
બ
ば
れ
た
。
各
都
市
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
向
上
や
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
、
環
境
産
業
の
活
性

化
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

ɹ

ま
た
、
ࡢ
年
ϙ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
は
長
野
ݝ
、ԣ
඿
市
、

൘
ڮ
区
と
い
っ
た
自
治
体
が
会
場
に
ෝ

き
、
環
境
に
഑
ྀ
し
た
経
済
成
長
モ
デ

ル
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
自
治
体
が
̨
Ｄ
̜
͂
に
力
を

入
れ
る
こ
と
で
、
地
球
環
境
の
อ
ޢ
に

つ
な
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ϒ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
よ
る
ا
業
・
人
ޱ
増
な
ど
が

見
込
め
る
。
̨
Ｄ
̜
͂
を
࣠
に
ਾ
え
た

成
長
ઓ
略
は
、
今
後
の
行
政
の
あ
り
方

を
変
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

ɹ

ち
な
み
に
、
今
年
９
月
に
は
各
国
ट

೴
ڃ
が
إ
を
ଗ
え
る
会
合
が
国
連
本
部

で
開
か
れ
る
。
̨
Ｄ
̜
͂
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
ट
೴
ڃ
レ
ベ
ル
で
࿩
し

合
う
の
は
、
２
０
１
５
年
に
̨
Ｄ
̜
͂

が
採
୒
さ
れ
て
以
降
、
ॳ
め
て
の
こ
と

で
あ
る
。

ɹ

２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界
が
ୡ
成
す
べ
き
17
項
目
の
目
標
「
̨
Ｄ
̜
͂
」。
そ
の

成
り
立
ち
や
動
向
を
解
આ
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
第
３
回
は
、
国
内
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。
国
や
自
治
体
と
い
っ
た
日
本
の
行
政
機
関
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
で
̨
Ｄ
̜
͂

の
ୡ
成
を
な
し
と
げ
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

ୈ�ճ

ＳＤＧｓＳＤＧｓＳＤＧｓ
エスディージーズ

஫
໨
͞
Ε
Δ
೔
ຊ
の
ਐ
௙
ঢ়
گ

ࠃ
΍
ࣗ
࣏
ମ
ỏߦ
੓
の
औ
Γ
૊
Έ

※ిྗ広Ҭ的ӡӦਪਐؔػ発表の数஋から作成。
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SDGsが掲げる１７の目標
� ශࠔ ශࠔをなͦ͘͏
� ٌծ ٌծをθロに
� อ݈ ͢΂ͯのਓに݈߁と෱ࢱを
� ҭڭ ࣭のڭ͍ߴҭをみΜなに
� ジΣンμー ジΣンμーฏ౳を実ݱしΑ͏
� 水ɾӴੜ ҆શな水とτイϨをੈք中に
� ΤωϧΪー エネルΪーをみΜなにͦしͯクリーンに
� ੒௕ɾޏ用 ಇ͖が͍΋ࡁܦ੒௕΋
� イϊϕーγϣン とٕज़ֵ新の基盤をͭۀ࢈ Ζ͘͏

�� ෆฏ౳ ਓ΍国のෆฏ౳をなͦ͘͏
�� ౎ࢢ ॅみଓけΒΕる·ͪͮ り͘を
�� ੜ࢈ɾফඅ ͭ る͘੹೚͔ͭ͏੹೚
�� 気候変動 気候変動に具体的な対策を
�� ւ༸ݯࢿ 海の๛͔͞をकΖ͏
�� ཮্ݯࢿ ཮の๛͔͞΋कΖ͏
�� ฏ࿨ ฏ࿨とެਖ਼を͢΂ͯのਓに
�� ࣮施खஈ パーτナーシοϓで໨ඪをୡ੒しΑ͏

http://econews.jp/newspaper/thinking/
http://www.nt-e.jp/
https://kankyo-ichiba.jp/
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を
開
設
し
、
環
境
に
഑
ྀ
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
き
た
。

ɹ

こ
の
研
究
所
は
メ
ー
カ
ー
と
ڞ

同
で
ચ
ࡎ
や
ચ
ড়
ӷ
、
加
工
ࡎ
な

ど
品
質
の
向
上
に
向
け
た
技
術
開

発
を
行
う
ほ
か
、
ク
リ
ー
χ
ン
ά

工
場
の
排
水
を
検
査
し
化
学
物
質

の
ೱ
度
測
定
も
実
施
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
χ
ン
ά
に
使
用
さ

れ
る
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は

࿑
ಇ
安
全
Ӵ
生
法
上
の
特
定
化
学

物
質
に
ొ
࿥
さ
れ
て
お
り
、
水
質

汚
୙
防
止
法
で
も
排
出
量
に
法
定

基
準
（
０
・
１
ἄ
ₓ
ʗ
Ἄ
）
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
同
社
で
は
さ
ら

ฮ
の
ਗ਼
૟
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
事
業
も
展
開
し
、
人
々
の
ਗ਼

ܿ
で
շ
適
な
生
活
ۭ
間
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
。

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ɹ

同
社
は
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
１
つ

に
「
自
然
と
の
調
和
」
を
掲
げ
る
。

ク
リ
ー
χ
ン
ά
業
は
石
油
や
化
学

物
質
と
ີ
઀
な
関
܎
に
あ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ফ
අ
量
も
多
い
。
そ
こ

で
１
９
３
４
年
に
ന
洋
ᢝ
化
学
研

究
所
（
現
・
ચ
୕
科
学
研
究
所
）

に
ݫ
し
い
社
内
基
準
（
０
・
０
５

ἄ
ₓ
ʗ
Ἄ
）
を
設
定
し
、
ຖ
月
す

べ
て
の
工
場
か
ら
排
水
を
集
め
、

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の

排
出
量
を
検
査
す
る
。
実
੷
は
、

０
・
０
０
２
５
ἄ
ₓ
ʗ
Ἄ
で
法
定

基
準
の
40
分
の
１
だ
。

ɹ

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
世
界

各
国
か
ら
ク
リ
ー
χ
ン
ά
会
社
が

集
う
「
ά
ロ
ー
バ
ル
・
ベ
ス
ト
・

プ
ラ
ク
テ
ỹ
ス
・
Ξ
ワ
ー
ド
２
０

１
８
」
で
評
価
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ỹ
大
৆
が
त
༩
さ
れ
た
。

品
質
؅
ཧ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
含
む
総
合
評
価
で
も
世
界
３

５
０
௒
の
ا
業
の
う
ち
第
２
Ґ
に

બ
ば
れ
て
い
る
。

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ɹ

ま
た
、
エ
ン
ド
Ϣ
ー
β
ー
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
も
環
境
活
動
を

進
め
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ϋ
ン

ガ
ー
の
ฦ
٫
、
マ
イ
バ
ッ
ά
の
࣋

参
な
ど
に
よ
り
࣋
ち
ؼ
り
用
の
ା

が
不
要
な
場
合
は
エ
コ
ϙ
イ
ン
ト

を
෇
༩
。
ϙ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
ަ
換
す
る
制
度
も

設
け
た
。
基
本
的
に
ϋ
ン
ガ
ー
は

リ
Ϣ
ー
ス
、
ই
つ
い
た
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
目
標
回
収
率
は
70

％
。
実
際
２
０
１
８
年
に
回
収
し

た
ϋ
ン
ガ
ー
は
約
３
３
８
万
本
で

回
収
率
68
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、

ϒ
ナ
の
木
約
１
万
本
が

１
年
間
に
吸
収
す
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

と
同
量
の
削
減
効
果
だ
。

ɹ

取
締
໾
工
場
部
長
݉
ચ
୕
科
学

研
究
所
長
の
Ԯ
野
仁
さ
ん
は
「
環

境
഑
ྀ
の
流
れ
は
進
み
、
化
学
物

質
の
排
出
規
制
は
さ
ら
に
ݫ
し
く

な
る
。
当
研
究
所
で
も
引
き
続
き

環
境
に
഑
ྀ
し
た
技
術
の
開
発
を

進
め
て
、
そ
の
流
れ
を
先
取
り
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
２

０
２
０
年
の
東
ژ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

๚
日
外
国
人
が
増
え
ま
す
。
օ
様

が
、
շ
適
に
଺
在
で
き
る
よ
う
事

業
を
通
し
て
支
ԉ
し
た
い
で
す

Ͷ
」
と
࿩
す
。

「自然と調和」する老舗クリーニング企業
ഉ
ग़
量
は
๏
ఆ
ج
४
の
��
෼
の
１

ɹ

石
川
ݝ
加
լ
市
は
、
２
０

１
９
年
４
月
１
日
か
ら
「
加

լ
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
ג
式

会
社
」
に
よ
る
新
電
力
事
業

を
開
࢝
す
る
。
こ
の
会
社
は

市
の
ス
ϙ
ー
π
・
文
化
施
設

の
指
定
؅
ཧ
を
担
う
自
治
体

（
加
լ
市
）
１
０
０
％
出
資

の
ג
式
会
社
。
そ
の
ܗ
式
の

事
業
者
が
電
力
小
売
り
事
業

を
開
࢝
す
る
の
は
全
国
で
ॳ

め
て
。
事
業
開
࢝
当
ॳ
は
日

本
卸
電
力
取
引
所
か
ら
電
力

を
࢓
入
れ
て
供
給
す
る
。

ɹ

加
լ
市
で
は
１
年
以
内
に

ɹ

ひ
と
ੲ
前
、
夏
ࡇ
り
の
ԑ
日
で
は

「
カ
メ
す
く
い
」
に
行
ྻ
が
で
き
て

い
た
。
そ
こ
で
ൢ
売
さ
れ
て
い
る
の

は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
Ξ
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
ࢠ

ど
も
「
ミ
ド
リ
ガ
メ
」、
Ξ
メ
リ
カ

原
産
の
外
来
種
だ
。
日
本
人
に
と
っ

て
カ
メ
は
ԑ
起
物
の
象
௃
と
さ
れ
て

お
り
、
特
に
ミ
ド
リ
ガ
メ
は
ࢲ
た
ち

の
生
活
に
身
近
な
ଘ
在
だ
っ
た
。
だ

が
そ
の
ミ
ド
リ
ガ
メ
が
、
外
来
種
໰

題
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ɹ
「
心
の
豊
か
さ
や
命
の
ଚ
さ
を
ڭ

え
て
く
れ
る
生
き
た
ڭ
材
ἔ
ミ
ド
リ

ガ
メ
ἕ
が
、
い
き
な
り
ѱ
者
ѻ
い
さ

れ
࢝
め
ま
し
た
。
൴
ら
は
Կ
も
ѱ
く

な
い
」
と
࿩
す
の
は
、
੩
Ԭ
ݝ
լ
ໜ

܊
に
あ
る
体
ײ
型
動
物
Ԃ
̸
̯
̾
̾

（
イ
ズ
ー
）
の
Ԃ
長
、
ന
ྠ
߶
史
さ

ん
だ
。
施
設
の
特
௃
は
ᗡ
஬
類
・
྆

生
類
と
৮
れ
合
え
る
こ
と
と
、
ࣂ
え

な
く
な
っ
た
外
来
種
、
主
に
ミ
ド
リ

ガ
メ
を
引
き
取
っ
て
い
る
こ
と
。

ɹ

ന
ྠ
さ
ん
は
、
生
物
を
輸
入
し
水

଒
ؗ
や
動
物
Ԃ
に
卸
す
動
物
঎
で
も

あ
る
。「
外
来
種
を
輸
入
し
て
い
る

ு
本
人
で
す
か
ら
、
ࡴ
ॲ
分
さ
れ
る

く
ら
い
な
ら
引
き
取
る
੹
೚
が
あ
る

と
ײ
じ
た
の
で
す
」。

ɹ

ミ
ド
リ
ガ
メ
は
環
境
へ
の
適
応
力

や
ൟ
৩
力
が
強
く
、
ࣂ
え
な
く
な
っ

て
自
然
界
へ
放
つ
こ
と
で
大
量
ൟ
৩

を
܁
り
ฦ
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
全

国
で
８
５
０
万
ඖ
と
い
わ
れ
る
。
農

作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
あ
る
一
方
、

こ
れ
ほ
ど
の
数
が
定
ண
す
る
と
根
絶

さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
も
は
や
生
態

系
の
一
部
と
し
て
確
立
し
て
お
り
、

ミ
ド
リ
ガ
メ
が
い
な
く
な
る
と
現
在

の
生
態
系
が
่
յ
す
る
恐
れ
も
あ

り
、
特
定
外
来
生
物
と
し
て
規
制
対

象
に
指
定
す
る
の
は
見
送
ら
れ
た
。

ɹ

イ
ズ
ー
で
は
年
間
５
０
０
ඖ
ほ
ど

を
引
き
取
っ
て
い
る
。
当
ॳ
、
ന
ྠ

さ
ん
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
だ
っ
た
ミ

ド
リ
ガ
メ
が
大
き
く
成
長
し
ࣂ
い
き

れ
な
く
な
る
こ
と
が
原
Ҽ
だ
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
住

ډ
の
Ҡ
転
や
ප
へ
の
ײ
染
対
策
と
い

っ
た
ཧ
由
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。

ɹ
「
最
後
ま
で
ϖ
ッ
ト
の
面
౗
を
見

な
い
の
は
ແ
੹
೚
と
い
う
੠
を
よ
く

聞
き
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
当
Ԃ
に

お
連
れ
に
な
る
方
は
十
分
੹
೚
を
果

た
し
て
い
る
。
引
き
取
り
手
を
୳
し

て
見
つ
か
ら
ず
、
ࡴ
ॲ
分
し
か
方
法

が
な
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
来
Ԃ
す

る
の
で
す
」。
当
日
は
な
か
な
か
Ԃ

を
཭
れ
ら
れ
な
い
人
や
ٽ
き
出
し
て

し
ま
う
人
も
い
る
。
こ
の
取
り
組
み

が
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
、

自
分
の
カ
メ
が
ө
っ
た
と
連
བྷ
を
く

れ
る
人
も
い
た
。
ࣂ
い
主
は
引
き
౉

し
た
後
も
変
わ
ら
͵
Ѫ
情
を
࣋
ち
続

け
て
い
た
。

ɹ

ന
ྠ
さ
ん
は
よ
り
多
く
の
人
に
外

来
種
໰
題
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
、
ミ
ド
リ
ガ
メ
の
ڊ
大
池
建

設
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
の
資
ۚ
を
ク
ラ
ウ

ド
フ
Ỹ
ン
デ
ỹ
ン
ά
で
ื
っ
た
。
約

５
０
０
人
が
ڞ
ײ
し
、
建
設
අ
の
半

分
が
支
ԉ
さ
れ
た
。

ɹ

２
０
１
８
年
５
月
に
ॎ
25
㍍
ԣ
10

㍍
の
ڊ
大
池
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以

前
か
ら
い
た
ミ
ド
リ
ガ
メ
も
Ҡ
؅
さ

れ
の
び
の
び
と
池
を
ӭ
い
で
い
る
。

ɹ
「
お
ئ
い
し
た
い
の
は
外
来
種
の

ϖ
ッ
ト
を
自
然
界
へ
ಀ
が
さ
な
い
こ

と
。
ࣂ
い
き
れ
な
く
な
っ
た
ら
相
ஊ

し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
ࣂ
い
主
の
੹

೚
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
」。

ന
ྠ
さ
ん
は
日
々
、
Ԃ
内
の
ミ
ド
リ

ガ
メ
を
は
じ
め
ᗡ
஬
類
・
྆
生
類
１

ඖ
１
ඖ
に
੠
を
か
け
て
い
る
。
住
む

場
所
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
こ
に
は
ա

ご
し
や
す
い
環
境
と
Ѫ
情
が
あ
る
。

公
ڞ
施
設
の
電
力
供
給
元
を

同
社
に
切
り
ସ
え
て
、
将
来

的
に
は
市
内
す
べ
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
を
市
内
で
生
産

さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
再
エ
ネ
）
で
࿫
う
。
地

域
で
経
済
を
॥
環
さ
せ
活
性

化
を
実
現
し
た
い
考
え
だ
。

加
լ
市
上
下
水
道
部
の
部

長
・
西
野
主
੫
さ
ん
と
参
事

の
ٶ
࡚
উ
ت
さ
ん
は
事
業
化

の
എ
ܠ
を
こ
う
࿩
す
。

ɹ
「
当
ॳ
は
温
暖
化
防
止
の

た
め
水
道
施
設
に
小
水
力
発

電
を
組
み
合
わ
せ
再
エ
ネ
を

増
や
そ
う
と
考
え
、
上
下
水

道
部
を
中
心
に
事
業
化
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

さ
ら
に
推
し
進
め
、
再
エ
ネ

中
心
の
電
力
小
売
り
ま
で
実

施
し
よ
う
と
取
り
組
み
を
広

げ
た
ん
で
す
」（
西
野
さ
ん
）

ɹ
「
市
は
小
学
ߍ
や
໾
所
な

ど
年
間
約
４
億
５
０
０
０
万

円
に
の
΅
る
電
気
料
ۚ
を
負

担
し
て
い
ま
す
。
供
給
元
を

切
り
ସ
え
れ
ば
、
市
の
出
資

会
社
は
売
電
収
入
が
得
ら

れ
、
௿
下
し
た
料
ۚ
の
差
額

は
市
に
残
る
。
そ
う
し
て
資

ۚ
を
積
み
上
げ
そ
の
先
の
౤

資
を
実
現
さ
せ
る
考
え
で

す
。
ス
タ
ー
ト
時
に
自
前
の

発
電
所
を
つ
く
る
よ
う
な
先

行
౤
資
は
せ
ず
、
長
期
ス
パ

ン
で
事
業
基
盤
の
整
備
を
図

り
、
地
域
に
新
た
な
経
済
॥

環
を
૑
出
す
る
足
が
か
り
に

し
た
い
」（
ٶ
࡚
さ
ん
）

ࣄ、Τω͚ͩͰ࠶
͢ࢦͷӡӦΛ໨ۀ
߹࿈ۀاతなࡍࠃ
ʮ3&���ʯにͪなΈ
͸、ʮՃլ市໊ۀࣄ
൛3&̍ ̌̌ ʯに

ɹ

こ
の
事
業
は
自
前
の
発
電

所
（
地
産
）
を
前
提
に
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
χ
ー
ズ

（
地
ফ
）
を
起
点
に
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
立
て
て
い
る
。

ɹ
「
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で

ঃ
々
に
規
模
を
拡
大
し
て
い

く
た
め
、
小
規
模
な
地
方
自

治
体
で
も
手
軽
に
࢝
め
ら
れ

ま
す
。
将
来
的
な
技
術
進
า

や
χ
ー
ズ
の
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ

ト
で
す
」（
ٶ
࡚
さ
ん
）

ɹ

加
լ
市
は
、
こ
の
事
業
を

「
加
լ
市
൛
̧
Ｅ
１
０
０
」

と
命
名
し
た
。「
̧
Ｅ
１
０

０
」
は
再
エ
ネ
の
み
で
事
業

運
営
を
目
指
す
国
際
的
な
ا

業
連
合
の
こ
と
。
そ
の
名
称

を
入
れ
た
の
も
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
に
向
け
た
世

界
的
な
ை
流
を
ࢹ
野
に
入
れ

て
い
る
か
ら
だ
。

ɹ
「
加
լ
市
は
温
ઘ
ڷ
で
サ

ー
ビ
ス
業
が
強
い
反
面
、
周

ล
自
治
体
に
比
べ
第
二
次
産

業
の
༠
க
に
՝
題
が
あ
り
ま

す
。
加
լ
市
൛
̧
Ｅ
１
０
０

は
そ
の
༠
க
活
動
で
も
差
別

化
が
図
れ
る
。
市
が
率
先
し

て
温
暖
化
防
止
に
取
り
組

み
、
地
域
経
済
も
活
性
化
す

る
、
そ
ん
な
事
業
を
実
現
し

た
い
で
す
Ͷ
」（
西
野
さ
ん
）

ɹ

加
լ
市
は
、
環
境
省
の
モ

デ
ル
地
域
に
બ
定
さ
れ
、
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
20
年
の
経
済
波
及
効
果

は
、
50
億
〜
60
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
先
行
き
が
期
待

さ
れ
る
。

環境活動を推進する企業の物語
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上Լਫಓ෦ࢀ事の࡚ٶউ͞تΜ（ࠨ）と෦௕の੢໺ओ੫͞Μ。

໨Λ͚޲Α͏֎དྷछ໰୊

஍ٿͷ஥ؒΛकΔ

生物多様性
レポート

（μイヤモンドࣾ 2
200 ԁʴ੫）

ઈ໓で͖な͍動෺たͪ ᴷᴷ ࣗવとՊֶのؒで܁り͛޿ΒΕる大͍なるジϨンマ
M・3・Φίナー ஶʗ大Լӳ௡ࢠ ༁

ủ
छ
Ứủ
ਐ
Խ
Ứủ
ઈ
໓
Ứủ
อ
શ
Ứͱ
は
Կ
͔

ɹ

原
題
は
「
෮
活
の
科
学
（
̧
̴

͂
̈́
́
́
̴
̲
̓
̸
̾
ɹ̽

̨
̲

̸
̴
̽
̲
̴
）」。
෮
活
さ
せ
る
対

象
は
絶
滅
種
も
し
く
は
そ
の
ة
機

に
ව
し
て
い
る
生
物
種
。
ر
少
な

ݻ
༗
種
の
Ω
ϋ
ン
シ
ώ
Ω
ガ
エ
ル

を
ݫ
重
な
؅
ཧ
下
に
あ
る
ࣂ
育
ث

の
中
で
อ
ޢ
ࣂ
育
す
る
と
い
っ
た

生
物
学
者
ら
の
懸
命
な
取
り
組
み

を
ド
Ω
ュ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
ਅ
正

面
か
ら
ࢍ
意
を
示
す
わ
け
で
は
な

い
。
一
า
引
い
た
Ґ
置
か
ら
ٙ
໰

を
౤
げ
か
け
る
。

ɹ
「
人
間
は
こ
の
カ
エ
ル
を
絶
滅

す
る
に
೚
せ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
」（
ᾞ
ท
）。
カ
エ
ル
の

ނ
ڷ
は
タ
ン
β
χ
Ξ
に
あ
る
熱
ଳ

雨
林
の
ୌ
。
そ
こ
に
水
力
発
電
μ

ム
が
で
き
生
ଉ
地
が
ୣ
わ
れ
た
。

ශ
困
๾
滅
の
た
め
に
も
ਂ
刻
な
電

力
不
足
の
解
ফ
が
不
可
欠
だ
っ
た

か
ら
だ
。
カ
エ
ル
อ
ޢ
の
た
め
ല

大
な
අ
用
を
౤
じ
、
生
命
ҡ
࣋
装

置
に
ด
じ
込
め
て
守
る
の
は
正
し

い
行
い
か
。

ɹ

そ
の
ほ
か
、
異
種
ަ
഑
さ
せ
Ҩ

఻
的
な
多
様
性
を
か
ろ
う
じ
て
อ

つ
フ
ロ
リ
μ
パ
ン
サ
ー
、
෢
装
し

た
ฌ
࢜
に
ޢ
Ӵ
さ
れ
な
が
ら
ൟ
৩

を
強
い
ら
れ
る
Ω
タ
シ
ロ
サ
イ
な

ど
。
そ
の
อ
全
活
動
を
通
し
、
絶

滅
と
ಆ
う
人
々
を
঺
հ
す
る
。
ཚ

֫
に
よ
り
た
っ
た
１
０
０
年
で
絶

滅
し
た
リ
ョ
コ
ウ
バ
ト
や
数
万
年

前
に
ফ
滅
し
た
ネ
Ξ
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
を
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
෮
元
す
る

「
種
の
再
生
」
に
も
৮
れ
る
。

ɹ

そ
れ
ら
は
正
し
い
行
い
な
の

か
。「
種
」「
進
化
」「
絶
滅
」「
อ

全
」
と
い
っ
た
概
念
を
໰
い
直
す

き
っ
か
け
に
な
る
一
࡭
。

Ԃ௕のനྠ߶࢙͞Μ。

ચ୕Պ学ڀݚ所では、ڥ؀に഑ྀしたٕज़։発とࣗ社業຿のূݕをͬߦている。

ʮグローόϧɾϕスτɾϓϥクςィスɾアϫーυ２０１̔ ʯでは高いධՁをडけた。

ɹ

ג
式
会
社
ന
洋
ᢝ
は
１
９
０

６
年
に
૑
業
し
た
࿝
ฮ
ク
リ
ー
χ

ン
ά
ا
業
。
૑
業
ཌ
年
に
は
海
外

で
開
発
さ
れ
た
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
χ

ン
ά
を
日
本
で
ॳ
め
て
導
入
す
る

な
ど
、
業
界
に
先
ۦ
け
て
新
サ
ー

ビ
ス
提
供
や
技
術
革
新
を
行
っ
て

き
た
。
そ
こ
か
ら
１
世
紀
余
り
、

現
在
は
ク
リ
ー
χ
ン
ά
事
業
だ
け

で
な
く
、
Ϣ
χ
フ
Ỽ
ー
ム
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
事
業
、
オ
フ
ỹ
ス
や
ళ

ミ
ド
リ
ガ
メ
の
引
き
取
り
年
間
５
０
０
匹

কདྷతに͸、市಺͢
΂ͯͷΤωϧΪʔ
धཁΛ஍ݩͷ࠶Τ
ωͰ࿫͍、஍ҬͰͷ
͠ࢦ॥環Λ໨ࡁܦ
͍ͯ͘

全ࠃॳ、ࣗ ձࣾにΑΔ৽電ྗࣜגのࢿ体100ˋ出࣏

report─ on the Eco Spot

自治体
エコロジー
先進事例

石
川
県
加
賀
市

http://econews.jp/newspaper/story/
http://econews.jp/newspaper/conservation/
http://econews.jp/newspaper/books/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
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本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１- 

25-

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２-

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３-

２- 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４-

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２-

９-

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１- 

６-

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２- 

10- 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３-

２-

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１-

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１-

６-

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１-

４-

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１-

６-

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２- 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
７
７
９-

１

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１-

３- 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４-

８- 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１-

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２- 

35-

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３- 

19-

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２- 

17-

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14-

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４-

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０-

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２-

５-

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２- 

29-

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３-

８- 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17-

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１-

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11-

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３- 

15- 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２- 

15-

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２-

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11- 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１-

３- 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６-

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４- 

14-

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２-

３- 

20

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８-

３-

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３-

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２-

１- 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12-

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２-

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２-

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３-

３-

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２- 

14-

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
東
比
恵
３-

14-

31

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１-

１- 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５-

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２-

１- 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18-

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１-

１-

１

０
１
２
０
ồ

３
０
８
ồ

５
１
２
受
付
９
時
30
分
〜
1�
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

ɹ

ࢲ
た
ち
の
身
近
に
あ
る

家
電
製
品
の
電
源
は
、
電

池
か
コ
ン
セ
ン
ト
の
２
つ

に
大
別
で
き
る
。
電
池
に

は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が

あ
り
、
電
気
の
流
れ
る
方

向
が
一
定
だ
。
例
え
ば
リ

モ
コ
ン
な
ど
電
池
を
使
う

製
品
は
、
電
気
（
電
池
）

の
向
き
を
ٯ
に
す
る
と
作

動
し
な
い
。
こ
の
種
の
電

気
を
「
直
流
」
と
い
う
。

ɹ

一
方
、
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
の
電
気
は
、
流
れ
る
方

向
が
周
期
的
に
変
わ
る

（
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が

入
れ
ସ
わ
る
）。
こ
の
電

気
を
「
ަ
流
」
と
い
う
。

電
気
を
つ
く
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
発
電
所
が
で
き

る
こ
ろ
に
は
、
導
ઢ
を
ר

い
た
コ
イ
ル
と
࣓
石
を
઀

近
さ
せ
、
ど
ち
ら
か
を
回

転
さ
せ
る
な
ど
で
動
か
す

と
電
気
が
発
生
す
る
こ
と

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
こ
で
発
生
す
る
電

気
は
ަ
流
の
た
め
、
整
流

装
置
を
つ
け
直
流
に
変
換

し
た
。
し
か
し
、
遠
方
に

電
気
を
送
る
と
途
中
で
電

ѹ
が
མ
ち
て
し
ま
う
。

ɹ

そ
こ
で
、
変
ѹ
ث
を
使

用
し
、
電
ѹ
の
調
整
が
؆

易
な
ަ
流
の
特
性
を
生
か

せ
ば
、
遠
方
で
一
度
に
大

量
の
電
気
を
つ
く
り
、
高

い
電
ѹ
を
か
け
る
こ
と
で

効
率
よ
く
送
電
で
き
る
。

こ
う
し
て
発
電
の
主
流

は
、「
ަ
流
」
に
な
っ
て

い
っ
た
。

ɹ

な
お
、
直
流
で
も
設
備

が
整
え
ば
、
送
電
ڑ
཭
・

範
囲
を
ަ
流
よ
り
も
拡
大

す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
最

近
導
入
量
が
急
速
に
増
加

し
て
い
る
太
陽
光
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
直
流
発
電
が
多
い

の
で
、
そ
の
よ
う
な
特
性

に
合
わ
せ
た
送
電
の
使
い

分
け
は
、
今
後
の
՝
題
と

な
っ
て
い
る
。

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む

プ
ラ
ά
の
向
き
を
変
え
て

も
、
１
ඵ
間
に
Կ
十
回

と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が

入
れ
ସ
わ
る
流
れ
に
変
わ

り
は
な
い
の
で
家
電
は
動

く
。
そ
の
入
れ
ସ
わ
る
ස

度
が
周
波
数
。
̝
͉
（
ϔ

ル
π
）
の
୯
Ґ
で
表
す
。

ɹ

電
気
を
つ
く
り
出
し
て

い
っ
た
人
類
の
歴
史
か
ら

見
る
と
、
ަ
流
よ
り
も
、

ま
ず
直
流
の
「
電
池
」
が

先
に
発
明
さ
れ
た
（
１
８

０
０
年
の
「
ボ
ル
タ
電

池
」）。
そ
こ
か
ら
直
流
の

利
用
が
広
ま
っ
て
い
き
、

ॳ
期
の
発
電
所
も
直
流
の

ɹ

２
０
１
８
年
６
月
に
発

生
し
た
大
ࡕ
北
部
地
਒
で

は
、
複
数
の
ҩ
ྍ
機
関
で

全
停
電
が
発
生
し
、
治
ྍ

を
継
続
で
き
な
い
ױ
者
が

Ҡ
送
さ
れ
る
な
ど
ࠞ
ཚ
が

生
じ
た
。
同
年
９
月
の
北

海
道
୾
ৼ
東
部
地
਒
で
も

同
様
に
、
多
数
の
ҩ
ྍ
機

関
が
全
停
電
に
ؕ
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
非
常
用
発

電
機
の
不
具
合
が
原
Ҽ
だ

っ
た
と
൑
明
し
て
い
る
。

ɹ

ҩ
ྍ
機
関
を
は
じ
め
ܶ

場
、
公
会
ಊ
、
大
型
঎

業
施
設
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
施

設
は
、
ফ
防
法
や
建
築
基

準
法
に
基
づ
き
、
防
災

用
に
非
常
用
発
電
機
を
設

置
・
点
検
す
る
義
務
が
あ

る
。
し
か
し
ࡢ
年
の
地
਒

の
際
、
ҩ
ྍ
機
関
の
非
常

用
発
電
機
は
௜
໧
し
た
ま

ま
か
、
一
度
作
動
し
た
も

の
の
、
途
中
で
止
ま
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し

た
。
そ
の
主
な
原
Ҽ
と
し

て
指
ఠ
さ
れ
て
い
る
の
が

点
検
の
不
備
で
あ
る
。

ɹ

非
常
用
発
電
機
に
は
電

気
事
業
法
・
ফ
防
法
・
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
法
規

制
が
あ
る
。
電
気
事
業
法

で
は
、「
อ
安
規
程
に
基

づ
き
อ
守
点
検
を
行
う
」

と
定
め
て
お
り
、
こ
の
場

合
、
電
気
主
೚
技
術
者
ら

は
、
発
電
機
が
動
く
こ
と

の
み
を
確
認
し

て
い
る
。

ɹ

一
方
、
後
ड़

す
る
改
正
前
ま

で
は
、
ফ
防
関
連
の
法
཯

に
基
づ
い
た
点
検
基
準
に

お
い
て
、
ຖ
年
の
総
合
点

検
時
の
「
負
荷
運
転
」
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
ۓ
急

時
に
電
力
供
給
が
必
要
な

設
備
の
全
需
要
量
に
対
し

て
一
定
割
合
の
負
荷
を
か

け
動
作
確
認
を
行
う
点
検

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
負
荷

運
転
は
専
門
資
֨
者
の
立

会
い
が
求
め
ら
れ
、
停
電

を
൐
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、

別
途
අ
用
を
要
す
る
場
合

が
あ
る
な
ど
負
担
が
大
き

い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点

検
項
目
を
実
施
し
な
い
ҩ

ྍ
機
関
が
多
か
っ
た
。

ɹ

大
ࡕ
北
部
地
਒
の
後
、

事
態
を
重
く
見
た
ް
生
࿑

ಇ
省
は
法
ྩ
に
基
づ
き
適

切
な
点
検
を
行
う
よ
う
通

て
、
そ
れ
ら
の
点
検
方
法

も
認
定
し
た
。
ま
た
、
点

検
の
実
施
間
ִ
は
１
年
１

回
と
さ
れ
て
い
た
が
、
運

転
性
能
の
ҡ
࣋
に
か
か
わ

る
予
防
的
な
อ
全
策
が
ߨ

じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
６

年
に
１
回
で
よ
い
と
す
る

改
正
も

し
た
。

適
正
な

運
用
を

続
け
れ
ば
点
検
時
の
負
担

は
軽
減
さ
れ
る
流
れ
だ
。

ɹ

非
常
用
発
電
機
を
࣋
つ

事
業
者
は
、
実
際
の
Ք
ಇ

に
つ
い
て
自
ݾ
੹
೚
で
の

整
備
・
運
用
を
お
す
す
め

す
る
。

知
を
出
し
た
が
、
そ
の
後

の
北
海
道
の
地
਒
で
も
多

く
の
ҩ
ྍ
機
関
が
停
電
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た

中
、
２
０
１
８
年
６
月
、

ফ
防
庁
は
こ
れ
ま
で
の
基

準
を
見
直
し
、
運
転
性
能

の
確
認
方
法
に
「
負
荷
運

転
」
以
外
の
や
り
方
も
認

め
る
改
正
を
行
っ
た
。
停

電
を
൐
わ
ず
部
品
を
取
り

外
し
内
部
؍
࡯
す
る
な
ど

の
点
検
で
も
機
ث
の
不
具

合
は
負
荷
運
転
と
同
水
準

以
上
に
発
見
で
き
る
と
し

ɹ

法
的
義
務
の
༗
ແ
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
般
停
電
へ

の
備
え
と
し
て
発
電
機
を

設
置
す
る
ا
業
が
増
え
て

い
る
。
２
０
１
８
年
は
台

風
や
地
਒
な
ど
天
災
が
相

次
い
だ
。
ή
リ
ラ
豪
雨
や

大
雪
と
い
っ
た
気
候
変
動

も
ا
業
運
営
の
リ
ス
ク
に

な
る
。
そ
う
し
た
事
態
に

ૺ
۰
し
て
も
事
業
が
継
続

で
き
る
よ
う
̗
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
⽅#VTJOFTT�

$POUJOVJUZ�1MBO

）
を
策

定
し
て
い
る
中
小
ا
業
が

増
え
て
お
り
、
発
電
機
の

設
置
も
、
そ
の
一
環
だ
。

ɹ

日
本
テ
ク
ノ
は
約
５
万

７
０
０
０
件
の
事
業
場
の

電
力
を
24
時
間
؂
ࢹ
し
て

お
り
、
事
業
の
継
続
性
を

重
要
ࢹ
し
て
い
る
。
自
社

所
༗
の
ι
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー

ビ
ル
（
ਆ
ಸ
川
ݝ
相
模
原

市
）
で
は
、
ۓ
急
事
態
に

備
え
て
非
常
用
の
電
源
車

を
用
意
し
て
い
た
。

ɹ

だ
が
、
２
０
１
８
年
の

災
害
で
お
٬
様
の
停
電
が

多
数
発
生
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
電
源
車
は
機
動
性

を
生
か
し
て
ۓ
急
時
の
٬

先
へ
の
೿
ݣ
や
、
大
規
模

施
設
の
年
次
点
検
に
お
け

る
バ
ッ
ク
Ξ
ッ
プ
電
源
と

し
て
の
活
用
に
切
り
ସ
え

る
。
そ
れ
に
൐
い
自
社
用

に
新
た
な
非
常
用
発
電
機

の
導
入
を
決
め
た
。
非
常

用
発
電
機
は
、
起
動
が
ス

制
が
期
待
さ
れ
る
。
実
際

の
停
電
時
に
は
近
ྡ
住
民

に
一
部
電
気
を
供
給
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。

ɹ

導
入
に
際
し
、
機
ث
の

બ
定
か
ら
工
事
一
式
を
੥

け
負
っ
た
日
本
テ
ク
ノ
エ

ン
ジ
؅
ཧ
本
部
長
の
ڮ
本

和
成
は
次
の
よ
う
に
࿩

す
。「
最
近
の
発
電
機
は
、

環
境
性
能
向
上
や
௿
૽
Ի

な
ど
の
改
良
が
ڻ
く
ほ
ど

進
ん
で
い
ま
す
。
多
様
化

す
る
お
٬
様
の
要
๬
に

も
、
技
術
の
進
化
に
基
づ

き
柔
軟
に
提
案
で
き
る
の

で
心
強
い
で
す
Ͷ
」。

ɹ

非
常
時
の
備
え
の
重
要

性
は
、
こ
れ
ま
で
も
ં
に

৮
れ
て
঺
հ
し
て
き
た
。

発
電
機
の
導
入
は
中
小
ا

業
に
お
い
て
も
̗
Ｃ
Ｐ
の

؍
点
か
ら
十
分
検
討
に
値

す
る
だ
ろ
う
。

ʪ̐ʫ ւ֎の電ྗࣗ༝Խ

　

日
本
国
内
の
現
状
と
比
較
し
な
が
ら
海
外
の
電
力
事
情
を
説
明
す
る
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
日
本
に
先
行
し
て
電
力
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
た
海
外
の
状
況
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。
州
単
位
で
開
始
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

ࣗ༝Խ͕ࣦഊ͢ΔͱͲ͏ͳΔʁ

テッくんの《海外の電力事情》Q&A
日本も含めて…

ւ֎Ͱ΋ిྗࣗ༝Խ͞Ε͍ͯΔͷʁ

ɹ

ٯ
に
ࣦ
ഊ
し
た
例
が
、
カ
リ
フ
Ỽ

ル
χ
Ξ
州
。
چ
来
の
電
力
会
社
が
価

֨
ڝ
૪
に
負
け
な
い
よ
う
、
発
電
事

業
を
売
٫
し
、
小
売
り
事
業
に
集
中

し
た
。
だ
が
分
཭
さ
れ
た
発
電
事
業

者
が
発
電
量
を
཈
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。
燃
料
අ
の
高
ಅ
で
発
電
す

る
ほ
ど
ଛ
ࣦ
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
か
ら
だ
。
そ
こ
へ
໠
暑
が
加
わ
っ

た
。
す
る
と
供
給
は
不
足
し
、
大
停

電
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
電
気

が
止
ま
れ
ば
社
会
に
ࠞ
ཚ
を
ট
い
て

し
ま
う
。
電
力
自
由
化
は
電
気
代
を

安
く
し
て
経
済
を
活
性
化
す
る
と
い

っ
た
目
的
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
前

提
に
電
気
の
安
定
供
給
が
あ
る
の
を

๨
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

ɹ

日
本
で
は
、
先
に
自
由
化
し
た
先

ഐ
の
事
例
か
ら
色
々
な
こ
と
を
学
び

取
っ
て
、
安
全
・
安
心
を
欠
か
さ
な

い
ັ
力
的
な
体
制
に
切
り
ସ
え
ら
れ

る
と
い
い
Ͷ
。

ɹ

Ξ
メ
リ
カ
は
１
９
９
０
年
代
か
ら

州
୯
Ґ
で
電
力
自
由
化
を
開
࢝
し
て

い
る
。
成
ޭ
例
は
テ
Ω
サ
ス
州
。
新

規
参
入
し
た
事
業
者
の
シ
ỻ
Ξ
は
２

０
１
２
年
຤
に
産
業
用
で
70
％
௒
、

家
ఉ
用
で
60
％
௒
に
も
な
っ
た
。
日

本
の
新
電
力
の
シ
ỻ
Ξ
約
15
％
（
２

０
１
８
年
11
月
）
に
比
べ
ਵ
分
高
い

Ͷ
。
主
な
成
ޭ
の
ཧ
由
は
も
と
か
ら

あ
っ
た
چ
来
の
電
力
会
社
へ
、
発
送

電
分
཭
や
一
時
的
な
価
֨
規
制
を
義

務
づ
け
た
ほ
か
、
燃
料
අ
の
変
動
に

応
じ
て
電
気
代
を
調
整
し
た
こ
と
。

ɹ

今
、
日
本
で
も
大
手
電
力
会
社
の

発
送
電
分
཭
が
進
ん
で
い
る
。発
電
・

送
電
・
小
売
り
が
部
門
ご
と
に
ಠ
立

す
る
こ
と
で
、
օ
が
公
平
に
送
഑
電

໢
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小

売
り
事
業
も
活
発
に
な
る
よ
Ͷ
。

೔ຊςΫϊ

方向は一定？ それとも入れ替わる？

ɹ

ࢲ
た
ち
の
身
近
に
あ
る

家
電
製
品
の
電
源
は
、
電

池
か
コ
ン
セ
ン
ト
の
２
つ

に
大
別
で
き
る
。
電
池
に

は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が

あ
り
、
電
気
の
流
れ
る
方

向
が
一
定
だ
。
例
え
ば
リ

モ
コ
ン
な
ど
電
池
を
使
う

製
品
は
、
電
気
（
電
池
）

の
向
き
を
ٯ
に
す
る
と
作

動
し
な
い
。
こ
の
種
の
電

気
を
「
直
流
」
と
い
う
。

ɹ

一
方
、
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
の
電
気
は
、
流
れ
る
方

向
が
周
期
的
に
変
わ
る

（
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が

入
れ
ସ
わ
る
）。
こ
の
電

気
を
「
ަ
流
」
と
い
う
。

਎ۙなి気の͋·り஌ΒΕ͍ͯな͍࿩

直
流
と
ަ
流
の
ҧ
い
は

電
気
の
流
れ
方
の
ҧ
い

第 3回

空
調
洗
浄
で
本
来
の
力
を
取
り
戻
す

ᴷᴷ 備えはສશ͔ ᴷᴷᴷᴷ 備えはສશ͔ ᴷᴷ

災害時の災害時の災害時災害時
電気事故電気事故電気事故

ۓ ٸ ֦ େ ا 画

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
深
く
は
知
ら
な
い
電
気
の
話
。

第
３
回
は
直
流
と
交
流
に
つ
い
て
。
一
般
的
に
発
電
所
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
電
気
は
す
べ
て
交
流
│
│
そ
の
理
由
に
も
触
れ
る
。

直 流

交 流

ιーϥーύϫーϏϧにಋೖするඇৗ༻発ిػ。

೔ຊςクϊのҠ動ࣜిंݯ。

̗
̘
̥
ର
ࡦ
ͱ
͠
ͯ
ඇ
ৗ
༻
ൃ
ి
ػ
を

ι
ồ
ϥ
ồ
ύ
ϫ
ồ
Ϗ
ϧ
ʹ
ಋ
ೖ

ム
ー
ズ
な
た
め
、
安
定
性

の
高
い
運
用
が
期
待
で

き
、
電
ࢠ
機
ث
類
の
誤
作

動
と
い
っ
た
リ
ス
ク
の
཈

緊急時にあわてない
非常用発電機の運用

基
準
改
正
で
停
電
不
要
の
点
検
も

す
る
ۭ
調
ચ
ড়
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
に
し
た
。

ɹ

同
ళ
で
は
そ
れ
ま
で
業
者

に
よ
る
ۭ
調
ચ
ড়
を
実
施
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
般

に
ۭ
調
を
ચ
ড়
す
る
と
20
％

程
度
の
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る

う
え
、
Ξ
レ
ル
ή
ン
物
質
や

使
用
ॳ
期
時
の
不
շ
な
ष
い

も
除
ڈ
で
き
る
。
結
果
的
に

ण
命
が
長
࣋
ち
す
る
の
だ
。

ɹ
「
今
回
、
ચ
ড়
作
業
を
ґ

པ
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、
全

15
台
の
ۭ
調
の
う
ち
、
５
台

が
յ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
も
効
き
の
ѱ
さ
の
原
Ҽ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ચ
ড়

は
ళ
の
ٳ
日
に
実
施
し
ま
し

た
が
、
出
ۈ
し
て
ۭ
調
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
ਧ
き
出
し

ޱ
近
ล
に
立
つ
と
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
送
風
力
が
上
が

り
、
い
や
な
ष
い
も
な
く
、

効
果
が
実
ײ
で
き
ま
し
た
」

ɹ

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
で
は

後
日
、
効
果
検
証
が
で
き
る

作
業
報
告
書
を
送
෇
し
て
い

る
が
、
ચ
ড়
し
て
い
な
い
ۭ

調
だ
っ
た
た
め
内
部
や
熱
ަ

換
ث
な
ど
は
か
な
り
汚
れ
て

い
た
（
ࣸ
ਅ
）。

ɹ

同
ళ
で
は
ほ
か
に
も
、
レ

ジ
ス
ϖ
ー
ス
の
চ
に
อ
温
シ

ー
ト
を
敷
く
と
い
っ
た
工
෉

で
ۭ
調
の
効
率
的
な
使
用
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
設
備

面
・
運
用
面
と
、
多
֯
的
な

省
エ
ネ
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
で
、
効
果
を
追
求
し
た
い

考
え
だ
。

ɹ

建
設
の
プ
ロ
ޚ
用
ୡ
、
会

һ
制
総
合
建
材
ళ
・
建
デ
ϙ
。

２
０
１
９
年
２
月
時
点
で
全

国
に
56
の
ళ
ฮ
を
展
開
し
て

お
り
、
多
く
の
ళ
ฮ
で
日
本

テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見
え
る

化
」
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て

い
る
。

ɹ

ߔ
৲
݈
二
さ
ん
が
建
デ
ϙ

ീ
Ԧ
ࢠ
ళ
の
ళ
長
に
ब
೚

し
た
の
は
２
０
１
８
年
11

月
の
こ
と
。
ߔ
৲
さ
ん
は
ब

೚
早
々
に
ス
タ
ッ
フ
全
һ
と

面
ஊ
を
行
い
、
ళ
ฮ
の
状

況
を
೺
Ѳ
す
る
こ
と
か
ら
࢝

め
た
。「
複
数
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
ۭ
調
の
効
き
が
ѱ
い
と

い
う
意
見
を
聞
き
ま
し
た
」。

そ
こ
で
、「
電
気
の
こ
と
な

ら
」
と
思
い
至
り
、
日
本
テ

ク
ノ
の
営
業
担
当
に
相
ஊ
。

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
の
提
供

ళ௕のߔ৲健二͞Μ。

アレルゲンや臭いの除去も

空調 ｜ 照明 ｜ 設備改善 ｜ キュービクル ｜ 太陽光 ｜ 緊急対応

౦ژ౎ീԦࢢࢠɹݐσϙീԦࢠళ

設備改善
対応事例

作
業
報
告
書
か
ら
。ド
レ
ン
パ
ン（
空
調
の
水
滴
を
受
け
止
め
る
部
分
）

の
洗
浄
前（
上
）と
洗
浄
後（
下
）。

（
ボ
ル
タ
電
池
の
場
合
）

希硫酸に反応した
亜鉛から電子が出
て導線を通り銅の
方向に流れる。そ
の流れが電気で、
方向は常に一定の
直流になる。

磁石が回転し
コイルに近づ
くＳ極とＮ極
が入れ替わる
ので電気の流
れる方向は周
期的に変わり
交流になる。

電気の流れは周期的に変わる

ίΠϧ ίΠϧ
࣓ੴ

Ｎ極が近づくと右
方向に、Ｓ極なら
左に電気が流れる

電気の流れは常に一定

ѥԖ ಔ

亜鉛が溶ける
ことでできた
電子が銅の方
向に流れる

流れてきた電
子によって水
素ガスが発生

コ
イ
ル
の
近
く
で
磁
石
が
動

く
と
電
気
が
発
生
す
る
電

磁
誘
導
の
現
象
を
利
用
。

ر
ེ
ࢎ

https://econews.jp/newspaper/denki/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://recruit.n-techno.co.jp/
http://www.n-techno.co.jp
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ɹ

都
営
新
宿
ઢ
ॶ
ڮ
Ӻ
か
ら

ె
า
３
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
、
地
上
５
階
、
地
下
２
階

建
て
の
複
合
ビ
ル
「
̝
Ａ
̡

21
ビ
ル
」
が
あ
る
。
地
下
２

階
か
ら
地
上
３
階
ま
で
は
事

務
所
、
４
〜
５
階
は
住
ډ
に

な
っ
て
い
る
。

ɹ

ג
式
会
社
建
春
代
表
取

締
໾
の
ଜ
ా
উ
ଇ
さ
ん
は
、

෕
਌
か
ら
事
業
を
引
き
継

͗
、
２
０
１
４
年
か
ら
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
ビ
ル
は
、
؅
ཧ
会
社
に
よ

り
日
本
テ
ク
ノ
の
อ
安
点
検

サ
ー
ビ
ス
が
す
で
に
導
入
さ

れ
て
い
た
。

ɹ

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
の
き

っ
か
け
は
อ
安
点
検
の
と
き

だ
っ
た
。
電
気
؅
ཧ
技
術
者

に
ࢠ
メ
ー
タ
ー
の
༗
効
期
ݶ

が
ഭ
っ
て
い
る
こ
と
を
相
ஊ

し
た
と
こ
ろ
、
メ
ー
タ
ー
ަ

換
も
同
時
に
で
き
る
エ
コ
テ

ナ
ン
ト
を
提
案
さ
れ
た
。
ଜ

ా
さ
ん
が
ر
๬
す
る
サ
ー
ビ

ス
と
合
க
し
て
い
た
た
め
、

２
０
１
６
年
８
月
、
メ
ー
タ

ー
の
ަ
換
に
合
わ
せ
て
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
を
導
入
し
た
。

ɹ

こ
れ
ま
で
は
؅
ཧ
会
社
が

検
਑
か
ら
電
気
料
ۚ
の
計

算
、
੥
求
、
電
力
会
社
へ
の

支
෷
い
ま
で
す
べ
て
行
っ
て

い
た
。「
テ
ナ
ン
ト
の
電
気

料
ۚ
の
立
て
ସ
え
な
ど
は
心

഑
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
計
算
方
法
に
は
い
つ
も
ٙ

໰
を
ײ
じ
て
い
ま
し
た
」。

ɹ

؅
ཧ
会
社
は
テ
ナ
ン
ト
の

面
積
҈
分
で
基
本
料
ۚ
を
計

算
し
て
い
た
。
ଜ
ా
さ
ん
は

そ
れ
が
正
当
な
計
算
方
法
な

の
か
、
Կ
度
も
؅
ཧ
会
社
へ

໰
い
合
わ
せ
た
が
、
担
当
者

が
ସ
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
以
前
か
ら
の
方
法
だ

か
ら
と
い
う
ཧ
由
で
は
っ
き

り
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
ま

た
、
ଜ
ా
さ
ん
は
省
エ
ネ
に

取
り
組
も
う
と
す
る
テ
ナ
ン

ト
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
。

ɹ

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は

電
気
料
ۚ
に
関
す
る
໰
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
ଜ
ా

さ
ん
自
身
も
答
え
ら
れ
ず
、

テ
ナ
ン
ト
に
も
不
安
を
๊
か

せ
て
し
ま
う
の
で
は
と
気
に

ප
ん
で
い
た
。

ɹ

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
に

よ
り
、
各
テ
ナ
ン
ト
の
電
気

料
ۚ
の
計
算
方
法
が
明
確

に
な
っ
た
。
基
本

料
ۚ
は
、
使
用
分

に
応
じ
た
デ
マ
ン

ド
値
で
決
ま
る
た

め
、
テ
ナ
ン
ト
が
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
や
す
い
状
況
に
も

な
っ
た
。「
日
本
テ
ク
ノ
さ

ん
と
電
気
料
ۚ
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
じ

っ
く
り
相
ஊ
で
き
た
お
か
げ

で
ೲ
得
し
て
導
入
で
き
ま
し

た
」
と
ଜ
ా
さ
ん
は
安
ూ
す

る
。エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
後
、

テ
ナ
ン
ト
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

な
ど
は
な
い
。

ɹ

今
後
は
、
先
代
か
ら
引
き

継
い
だ
そ
の
他
の
ビ
ル
や
௞

ି
マ
ン
シ
ョ
ン
も
含
め
、
事

業
の
ҡ
࣋
に
力
を
入
れ
よ
う

と
考
え
て
い
る
。

ʰΤίςφϯτʱͱ͸

　Ұൠ的なςφンτϏϧは、ϏϧશମでҰׅडి
しているため、ి気ྉۚはϏϧΦーφーがిྗ会
社へまとめてࢧ෷ͬている。Φーφーはςφンτ
の࢖༻෼をཱてସえるため、ݸʑのςφンτにର
し、ͦれͧれに応͡たి気ྉۚを੥ٻする。ͦこ
にはࢠϝーターのݕ਑、ྉۚࢉ出、੥؅ٻཧとい
ͬたखؒのかかる作業が൐う。
　h Τίςφンτʱは、ΦーφーをΘͣらΘͤて
いたͦれらの業຿をす΂て୅ߦするαーϏスであ
る。طଘのࢠϝーターはࣗ動ݕ਑のスϚーτϝー
ターに変͞ߋれ、ྉۚのࢉ出ࠜڌはデδタϧ化し
た明確な数஋でࣔ͞れる。Φーφーとςφンτの
૒ํにとͬて、ともに৴པ性を高められるシスς
Ϝである。

る
ٳ
ܜ
所
は
高
台
に
あ

り
、
い
つ
も
自
然
の
૘

や
か
な
風
が
ਧ
き
ൈ
け

て
い
る
。
๚
れ
る
利
用

٬
は
、
常
々
そ
の
心
地

よ
さ
を
ޱ
に
し
て
い

た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ

れ
ま
で
ガ
ラ
ス
૭
を
ด

め
ۭ
調
に
པ
っ
て
い
た

施
設
内
に
も
風
を
取
り

込
め
ば
、
も
っ
と
ت
ば

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
、
高
い
Ґ
置

の
૭
を
開
け
風
を
通
す

よ
う
に
し
た
。

ɹ

利
用
٬
へ
の
気
഑
り

と
い
う
小
さ
な
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
取
り
組
み

が
、
ۭ
調
の
負
荷
軽
減

と
い
う
決
し
て
小
さ
く

は
な
い
省
エ
ネ
の
成
果

を
も
た
ら
す
結
果
に
な

っ
て
い
る
。

ɹ

ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
ໄ
ౡ
市
に

あ
る
「
道
の
Ӻ
ໄ
ౡ

ਆ
࿩
の
ཬ
公
Ԃ
」
で
は

利
用
٬
か
ら
の
「
気
࣋

ち
い
い
」と
い
う
੠
に
、

も
っ
と
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
と
行
っ
た
取
り
組

み
が
、
省
エ
ネ
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

ɹ

広
大
な
敷
地
内
に
あ

【第 257 回】道の駅霧島 神話の里公園 利
用
客
の
声
か
ら
風
の
活
用

通
し
て
、
૘
や
か
な
自

然
の
ͺ
い
か
じ
を
受
け

て
い
る
。

ɹ

ؗ
内
の
ۭ
調
設
備
を

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
機
ث

に
ަ
換
し
た
際
、
そ
の

使
い
方
も
見
直
そ
う
と

考
え
た
。
設
定
温
度
の

調
整
や
サ
ー
Ω
ュ
レ
ー

タ
ー
の
活
用
な
ど
が
進

め
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も

に
、
天
気
の
い
い
日
に

は
૭
や
ド
Ξ
を
開
け
風

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

し
た
。
ϙ
イ
ン
ト
は
向

か
い
合
う
Ґ
置
に
あ
る

ド
Ξ
な
ど
を
྆
方
開
け

る
こ
と
。そ
う
す
れ
ば
、

ྋ
し
い
風
が
ؗ
内
を
通

り
ൈ
け
る
。
こ
れ
に
よ

り
ۭ
調
の
Ք
ಇ
時
間
を

大
幅
に
減
ら
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ɹ

ԭ
ೄ
ݝ
南
৓
市
に
あ

る
「
障
が
い
者
支
ԉ
施

設
こࠆ

う

生せ
い

の
૓む

ら

」
で
は
、

「
ͺ
い
か
じ
」
を
活
用

し
た
省
エ
ネ
術
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ͺ
い
か

じ
と
は
、
ԭ
ೄ
の
方
ݴ

で
、
海
か
ら
ਧ
く
南
風

の
こ
と
。
高
台
に
あ
る

こ
の
施
設
は
、
年
間
を

【第 314 回】障がい者支援施設 鵠生の叢 〝
ぱ
い
か
じ
〞活
用
の
省
エ
ネ

《ユーザーレポート》

ςφントϏϧ向けαーϏε

省エネに取り組むテナントにも有益

事
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
じ
っ
く
り
相
談
、納
得
の
導
入

ɹ

上
野
は
約
20
年
の
営
業
経

験
で
お
٬
様
を
大
事
に
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き

た
。
そ
う
す
れ
ば
お
٬
様
か

ら
৴
པ
さ
れ
、
時
に
別
の
お

٬
様
を
঺
հ
し
て
も
ら
え

る
。
ま
ず
は
そ
の
考
え
方
を

支
ళ
長
以
下
、
全
営
業
社
һ

に
఻
え
て
い
き
た
い
。

ɹ
「ἔ
お
٬
様
の
立
場
に
立
っ

て
物
事
を
考
え
な
さ
い
ἕ
と

ݴ
い
続
け
て
い
ま
す
。
ࢲ
た

ち
営
業
の
࢓
事
は
、
当
社
の

঎
品
で
あ
る
ứ
Ｅ
̨
̨
̮

̨
̩
Ｅ
Ｍ
Ừ
や
ứ
̨
Ｍ
Ａ
̧

̩
Ｍ
Ｅ
̩
Ｅ
̧
Ｅ
̧
Ｉ
Ａ
Ừ

ứ
̨
Ｍ
Ａ
̧
̩
Ｃ
̡
Ｏ
Ｃ

̠
Ừ
の
ൢ
売
、
電
力
小
売
り

事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
お
٬

様
の
事
業
が
良
い
方
向
へ
進

む
よ
う
手
ॿ
け
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
電
気
の
効
率
的
使

用
を
は
じ
め
、
業
務
改
善
や

生
産
性
の
向
上
な
ど
で
、
ࢲ

は
お
٬
様
の
໾
に
立
ち
た
い

と
ئ
っ
て
い
ま
す
」
と
常
に

心
に
๊
く
৴
条
を
࿩
す
。

ɹ

お
٬
様
が
ت
び
、
お
٬
様

か
ら
ײ
ँ
さ
れ
る
。
そ
れ
を

全
営
業
社
һ
が
、
や
り
が
い

お
客
様
か
ら
の
感
謝
を
全
営
業
社
員
の
や
り
が
い
に

「
支
え
合
い
を
表
す〝
人
〞と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
」

ɹʮলΤωͷୡਓʰۀاฤ ʯɦ͸ɺେ͖ͳ੒ՌΛ͋͛ͯ
͍ΔলΤω׆ಈͷ࣮ྫಈը͕ࢹௌͰ͖ΔαΠτɻࠓճ
ͷ̎ྫ͸ɺ෩Λར༻͢ΔऔΓ૊ΈΛऔΓ্͛ͨɻ

Φーφーのଜ田উଇ͞Μ。
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日本テクノ
社員群像
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社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る

ʮলΤωͷୡਓʯʹֶͿΤίϊ΢ϋ΢https://eco-tatsujin.jp/

ɹ

日
本
テ
ク
ノ
の
２
０
２
０
年

新
ଔ
者
採
用
活
動
が
本
֨
化
し

て
い
る
。
会
社
આ
明
会
は
東
ژ

本
社
、
名
古
԰
、
大
ࡕ
、
෱
Ԭ

で
開
催
。
ま
た
、
馬
本
ӳ
一
社

長
が
行
う
新
ଔ
社
һ
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
者
も
ื
集
し
て
い
る

（
ԟ
෮
ަ
通
අ
全
額
支
給
）。

ɹ

ื
集
৬
種
は「
総
合
৬
営
業
」

「
総
合
৬
技
術
」「
総
合
৬
事

務
（
ԭ
ೄ
）」
の
３
つ
。「
総
合

৬
営
業
」
は
自
社
開
発
঎
品
の

提
案
や
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ỹ

ン
ά
な
ど
の
業
務
。
エ
リ
Ξ
ݶ

定
・
地
域
ݶ
定
社
һ
の
採
用
枠

も
あ
る
。「
総
合
৬
技
術
」
は

各
種
঎
品
の
設
置
工
事
や
ิ
ॿ

業
務
、「
総
合
৬
事
務
」
は
ԭ

ೄ
の
テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・

オ
フ
ỹ
ス
で
情
報
؅
ཧ
や
電
࿩

コ
ン
サ
ル
テ
ỹ
ン
ά
な
ど
に
携

わ
る
。

����೥৽ଔऀͷ׆༺࠾ಈຊ֨Խ

ηϛφーのࢀՃ
๬者はϚイφϏر
またはリクφϏの
人αイτよりΤٻ
ンτリーする。

に
ײ
じ
る
よ
う
な
組
৫
に
し

て
い
く
の
が
、
上
野
の
目
標

で
あ
る
。

ɹ

޷
き
な
ݴ
葉
を
聞
く
と
、

「ἔ
人
ἕ
と
い
う
׽
字
が
޷
き

で
す
Ͷ
」
と
ฦ
事
が
ฦ
っ
て

き
た
。
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う

に
׽
字
の
「
人
」
に
は
、
支

え
合
っ
て
暮
ら
す
人
間
の
生

き
方
が
表
さ
れ
て
い
る
。
文

字
を
ܗ
づ
く
る
２
本
の
ઢ

は
、
ど
ち
ら
の
ઢ
も
も
う
一

方
の
ઢ
が
な
い
と
౗
れ
て
し

ま
う
。
支
え
合
い
だ
。

ɹ
「
部
下
が
い
な
け
れ
ば
上

࢘
も
౗
れ
て
し
ま
い
ま
す

（
স
）。
そ
し
て
当
社
と
お
٬

様
と
の
間
も
支
え
合
う
関
܎

が
ཧ
想
で
す
。
当
社
は
お
٬

様
に
د
り
ఴ
っ
て
事
業
の
発

展
に
貢
献
す
る
。
お
٬
様
は

当
社
に
৴
པ
を
د
せ
て
く
れ

る
。
時
間
は
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ཧ
想
の
構
築

に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
」。
上
野
が
発
す
る
熱
い

ݴ
葉
が
、
今
日
も
社
内
に
響

い
て
い
た
。
そ
の
根
ఈ
に
は

い
つ
も
、
お
٬
様
へ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

0/&
%":

営業社員の１日

の໨ඪ͸ʁޙࠓ˔
ಌれのଘ在である上࢘は、Θ
ͣか３年でӦ業所௕になりま
した。ࢲはͦれにฒͿのでは
なく、͞らに୹ؒظの昇ਐで
࿥を上ճりたい。ಉ͡ようه
にເをඳく஥のྑいಉظもい
て、ޓいにܹࢗし合ͬていま
す。ͦΜなϥイόϧのଘ在も
活ྗになͬているΜです。

ɹ

今
回
は
、日
本
テ
ク
ノ
立
川
営
業
所
の
相
川
（ໆ
２

０
１
８
年
新
ଔ
入
社
）
の
１
日
。
૘
や
か
な
স
إ
に

負
け
ん
気
と
೜
଱
力
を
み
な
͗
ら
せ
た
熱
݂
׽
。
大

き
な
目
標
を
掲
げ
、
営
業
活
動
に
ฃ
ಆ
す
る
。

目
標
値
の
見
直
し
を
提
案
。

Ｅ
・
̛
社
๚
໰
（
ඈ
び
込
み

営
業
）
不
在
。

̜
社
๚
໰（
ඈ
び
込
み
営
業
）

Ξ
ϙ
イ
ン
ト
֫
得
。
ۮ
然
社

長
が
ؼ
社
。
来
ि
、
時
間
を

も
ら
え
る
こ
と
に
。

̝
社
๚
໰（
ඈ
び
込
み
営
業
）

Ξ
ϙ
イ
ン
ト
֫
得
。
Կ
度
も

๚
໰
し
て
や
っ
と
会
え
た
工

場
長
。
よ
か
っ
た
ʂ

Ｉ
社
๚
໰（
ඈ
び
込
み
営
業
）

不
在
。
社
長
の
車
を
聞
く
。

次
回
ற
車
場
に
そ
の
車
が
な

け
れ
ば
不
在
と
わ
か
る
。
効

率
的
に
๚
໰
す
る
ൿ
݃
だ
。

̟
社
๚
໰（
ඈ
び
込
み
営
業
）

不
在
。

ؼ
社
。
資
料
整
ཧ
や
連
བྷ
業

務
な
ど
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
。

ऴ
ྱ
。
明
日
の
準
備
。
ୀ
社
。

出
社
、
ே
ྱ
。
準
備
を
整
え

営
業
所
を
出
発
。

Ａ
社
๚
໰
（
電
力
使
用
実
੷

提
出
、
省
エ
ネ
活
動
提
案
）。

電
力
ピ
ー
ク
の
原
Ҽ
を
普
ஈ

使
わ
な
い
機
ث
の
使
用
と
ಥ

き
止
め
る
。
࢓
事
以
外
の
࿩

題
で
も
盛
り
上
が
る
ຖ
回
๚

໰
が
楽
し
み
な
お
٬
様
。

̗
・
Ｃ
社
๚
໰
（
ඈ
び
込
み

営
業
）
不
在
。
現
場
の
人
に

も
欠
か
さ
ず
ѫ
ࡰ
。

昼
食
。コ
ン
ビ
χ
の
お
ห
当
。

Ｄ
社
๚
໰
（
電
力
使
用
実
੷

提
出
、
省
エ
ネ
活
動
提
案
）。

�����

�����������������������������������
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೔ຊςクϊࣜג会社
人事՝ ܎༺࠾
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ừ
ձ
社
આ
໌
ձ
։
࠵
日
ఔ
Ử

※
ụ
஫
ه
Ủの
あ
る
も
の
以
外
、
午
前
の
部
（
10
〜
12
時
）、

午
後
の
部
（
1�
〜
1�
時
）
の
１
日
２
回
開
催
。

˔
４
݄
３
日（
水
）

　
　

東
京
都
新
宿
区
・
本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

˔
４
݄
５
日（
ۚ
）

　
　

大
阪
市
北
区
・
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

˔
４
݄
10
日（
水
）
《
午
前
の
部
の
み
》

　
　

新
宿
区
・
本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

˔
４
݄
15
日（
݄
）

ɹ
ɹ

新
宿
区
・
本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

˔
４
݄
16
日（
Ր
）
《
��
〜
��
時
の
１
回
開
催
》

　
　

福
岡
市
中
央
区
・
天
神
ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ル

˔
４
݄
18
日（
໦
）

　
　

新
宿
区
・
本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

˔
４
݄
22
日（
݄
）

　
　

新
宿
区
・
本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

˔
４
݄
23
日（
Ր
）
《
��
〜
��
時
の
１
回
開
催
》

　
　

名
古
屋
市
中
村
区
・
カ
ネ
ジ
ュ
ー
ビ
ル

˞
５
݄
Ҏ
߱
΋
ਵ
࣌
։
࠵

ճ঺հするのは、２０１̕ࠓ　 年１݄に೔ຊςクϊのӦ
業ຊ෦௕にब೚した上໺ஐ１̕。ߦ ̔̕ 年に೔ຊςクϊ
にೖ社し、૬໛ݪӦ業所のӦ業社һとしてスターτを
੾ͬた。ͦのޙも、๺ؔ౦ΤリアでのӦ業Ϛωδϟー
やӦ業࣍௕、Ӧ業෦௕などを຿め、΄΅Ұ؏してӦ業
ാをาΜで͖たΩーύーιンである。

ᴷᴷৗに͍ݴଓけ͍ͯΔ

ཧ૝΁、੯͠·͵౒ྗᴷK

「͓٬༷のཱ৔にཱͬͯ」ͱᴷK

取締役営業本部長 上野智行

https://recruit.n-techno.co.jp/person/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150603.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20160706.html
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tenant.jp/


（ � ）環 境 市 場 新 聞 ２０１９年 （平成３１年） य़季　第 5� 号　【季刊】

http://econews.jp/
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http://econews.jp/newspaper/crossword/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
http://econews.jp/idea/
https://www.gift-street.com/
http://www.n-techno.co.jp/giftcompany/index.html
https://kankyo-ichiba.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.eria.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
https://recruit.n-techno.co.jp/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/careers/
http://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/
https://www.n-techno.co.jp/company/movie.html
http://www.n-techno.co.jp
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Ϣʔβʔͷ੠ 4."35.&5&3 ̚ ̧̞ ̖
ε Ϛ ー ト ϝ ー λ ー Τ Ϧ Ξ

೔ຊテクϊのओྗ঎඼「̨̢ ̧̖  ̩̘ ̡̤ ̘̠（スマーτクロοク）」「4MA35M&5&3 &3*A（スマーτϝーターエリΞ）」
（ҎԼɺ̚ ̧̞̖）をಋೖし͍ͯるۀاの取り組みを͍ͯ͘ݟಋೖྫࣄ集。ࠓճはɺҵ৓ɺࡾॏɺ大ࡕɺࠤլの֤
地Ϣーβーの活動とɺ̨ ̢̖ ̧̩  ̘ ̡̤ ̘̠ に௥加したԻ੠ϝοセージを঺հ͢る。

ɹ
「
風
待
ち
の
౬
෱
ण
૳
」
は
ࡾ

重
ݝ
ࢤ
ຎ
市
の
東
部
に
Ґ
置
す
る

的
໼
࿷
内
の
౉わ

た

かࣛ

野の

ౡじ
ま

に
あ
る
。

こ
の
自
家
源
ઘ
の
温
ઘ
宿
を
利
用

す
る
に
は
、
ま
ず
対
؛
か
ら
専
用

の
౉
し
ધ
に
৐
り
、
約
３
分
の
短

い
ધ
ཱྀ
を
楽
し
む
こ
と
に
な
る
。

๩
し
い
日
常
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
し

た
リ
κ
ー
ト
へ
、
気
分
を
切
り
ସ

え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
行
程
だ
。

ɹ

̨
Ｍ
Ａ
̧
̩
Ｃ
̡
Ｏ
Ｃ
̠
と

Ｅ
̧
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
の
は
２
０

１
４
年
９
月
。
取
り
組
ん
だ
省
エ

ネ
活
動
の
中
に
は
、
౉
し
ધ
で
๚

れ
る
リ
κ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
༗

効
利
用
し
た
も
の
が
あ
る
。
٬
室

の
র
明
や
ۭ
調
を
、
宿
泊
٬
の
利

用
す
る
タ
イ
ミ
ン
ά
に
合
わ
せ
ແ

ବ
な
く
Ք
ಇ
さ
せ
る
工
෉
だ
。
こ

こ
に
来
る
宿
泊
٬
は
、
ま
ず
フ
ロ

ン
ト
へ
の
直
通
電
࿩
で
対
؛
の
ધ

ண
き
場
に
౸
ண
し
た
こ
と
を
知
ら

せ
、
専
用
ધ
を
回
し
て
も
ら
う
よ

う
ґ
པ
す
る
。
電
࿩
を
受
け
た
担

当
者
は
、
ધ
の
手
഑
を
済
ま
せ
る

と
、
遠
ִ
ૢ
作
に
よ
っ
て
֘
当
す

る
٬
室
の
র
明
や
ۭ
調
を
つ
け

る
。
宿
泊
٬
が
ண
く
ま
で
数
分
な

の
で
、ち
Ỷ
う
ど
よ
い
頃
合
い
だ
。

ɹ

電
気
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る

省
エ
ネ
活
動
を
進
め
る
ま
で
は
、

チ
ỻ
ッ
ク
イ
ン
の
定
刻
に
な
る

と
、
利
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
٬
室

で
電
源
を
入
れ
て
い
た
。
そ
の
ແ

ବ
を
大
き
く
排
除
で
き
た
。

ɹ

そ
う
し
た
成
果
を
導
い
た
の

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
す
る
「
અ

電
・
અ
約
提
案
書
」
だ
っ
た
。
改

善
で
き
る
部
分
は
な
い
か
、
担
当

部
ॺ
で
各
ス
タ
ッ
フ
が
あ
げ
て
い

く
。「
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
が
開
く

ษ
強
会
や
ே
ྱ
で
の
活
動
報
告
な

ど
で
、
み
ん
な
の
意
識
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ແ
ବ
な
部
分
を

見
つ
け
、
い
か
に
改
善
し
て
い
く

か
。
そ
れ
を
ਅ
݋
に
考
え
、
提
案

書
に
ه
し
て
く
れ
ま
す
。
٬
室
の

র
明
と
ۭ
調
を
つ
け
る
タ
イ
ミ
ン

ά
も
、
提
案
書
に
あ
っ
た
Ξ
イ
デ

Ξ
な
ん
で
す
」
と
代
表
取
締
໾
社

長
の
木
ଜ
ܓ
仁
࿕
さ
ん
は
ݴ
う
。

ɹ

そ
の
ほ
か
、
人
の
い
な
い
ロ
ビ

ー
や
࿓
下
、
ή
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
パ
ϒ
リ
ッ
ク
ス
ϖ
ー
ス
の

র
明
や
ۭ
調
の
調
整
も
実
行
し

た
。
冷
蔵
ݿ
の
温
度
設
定
も
見
直

し
、
チ
ỻ
ッ
ク
Ξ
ウ
ト
後
の
ਗ਼
૟

時
間
を
短
ॖ
す
る
取
り
組
み
も
進

め
た
。
設
備
改
善
で
も
٬
室
র
明

の
̡
Ｅ
Ｄ
化
に
ண
手
し
て
い
る
。

ɹ
「
ࢲ
が
考
え
る
省
エ
ネ
目
標
に

対
し
、
現
状
で
は
95
％
ほ
ど
ୡ
成

で
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
重
油
ボ

イ
ラ
ー
を
や
め
て
電
気
に
変
ߋ
す

る
な
ど
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
採
用
す
る
予
定
で
す
」
と

࿩
す
木
ଜ
さ
ん
。
残
り
５
％
の
目

標
ୡ
成
を
目
指
し
ス
タ
ッ
フ
一
ؙ

と
な
っ
て
௅
ઓ
を
続
け
る
。

୅表取క໾社௕の໦ଜܓਔ࿕͞Μ。

生産෦՝௕の؛ຊ正࿨͞Μ。

利
用
客
は
対
岸
か
ら
専
用
の
渡
し
船
で

施
設
へ
向
か
う
。

省
エ
ネ
３
方
策
を
実
践
し
て
い
る
淀
川

工
場
の
外
観
。

住
所
◉
三
重
県
志
摩
市
磯
部
町

渡
鹿
野
５
１
７
／
電
話
◉
０
５
９
９

（
５
７
）
２
９
１
０
／
設
立
◉
１
９

５
４
年
／
事
業
内
容
◉
旅
館
・
ホ
テ

ル
業

渡し船で訪れるリゾートならではの省エネ
෩଴ͪの౬ ෱ण૳ɹIUUQT���XXX�GVLVKZVTP�DP�KQ�

"ॴ%"5ۀࣄ

無
駄
の
発
見
と
改
善

ಋೖલޙͷൺֱ

����೥⾣����೥

����೥�݄ʙཌ೥�݄
⾣����೥�݄ʙཌ೥�݄

໿ిྗܖ

ྔྗి༺࢖

ɹ

૑
業
か
ら
約
１
０
０
年
、
ಃ
࣓

ث
ൢ
売
を
は
じ
め
ֆ
つ
け
体
験
や

古
ඒ
術
品
展
示
な
ど
༗
ా
ম
に
関

す
る
多
࠼
な
メ
χ
ュ
ー
が
ଗ
う
ג

式
会
社
ؙ
ܑ
঎
社
。
ࠤ
լ
ݝ
西

দ
Ӝ
܊
に
あ
る
「
༗
ా
ম
の
デ
パ

ー
ト
」
だ
。

ɹ

こ
の
施
設
に
電
気
の
「
見
え
る

化
」
を
採
用
し
た
の
は
２
０
１
６

年
７
月
。
導
入
に
あ
た
り
代
表
取

締
໾
の
野
ా
ߒ
史
さ
ん
は
、
ே
ྱ

で
デ
マ
ン
ド
の
࢓
組
み
と
目
標
値

に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
全
һ
に
આ
明

し
た
。「
そ
こ
で
は
、ἔ
զ
ຫ
ἕ
と

ἔ
ケ
チ
り
ἕ
は
必
要
な
い
と
఻
え

ま
し
た
。
本
来
の
࢓
事
に
差
し
支

え
る
よ
う
な
活
動
は
長
続
き
し
な

い
し
、
本
຤
転
౗
だ
か
ら
で
す
」。

ɹ

導
入
当
ॳ
の
主
な
取
り
組
み

は
、
開
ళ
時
に
つ
け
る
ۭ
調
を
一

部
分
だ
け
に
す
る
こ
と
や
、
警
報

時
に
展
示
ス
ϖ
ー
ス
や
体
験
工
๪

の
ۭ
調
を
調
整
す
る
こ
と
な
ど
。

デ
マ
ン
ド
値
を
15
％
改
善
す
る
の

が
目
標
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ཌ
月

に
ୡ
成
で
き
て
い
た
。
そ
う
し
て

ス
タ
ッ
フ
に
省
エ
ネ
意
識
が
ਁ
ಁ

し
て
い
く
と
、
次
々
に
Ξ
イ
デ
Ξ

が
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ɹ
「
お
٬
様
の
少
な
い
と
き
の
体

験
工
๪
は
間
࢓
切
り
し
て
ۭ
調
負

荷
を
減
ら
す
」「
夏
ق
は
ே
の
ྋ

し
い
時
間
ଳ
に
঎
品
の
ࠝ
แ
作
業

を
す
れ
ば
、
ۭ
調
を
あ
ま
り
使
わ

ず
に
済
む
」「
出
ۈ
時
、
ళ
内
が

暑
い
と
ײ
じ
た
ら
、
૭
を
開
け
室

内
の
熱
気
を
外
に
出
し
て
か
ら
ۭ

調
を
つ
け
る
」
ộ
ộ
。

ɹ

Ξ
イ
デ
Ξ
は
ਵ
時
実
行
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
１
年
前
の
電
気
料
ۚ

と
比
較
し
て
約
１
０
０
万
円
が
અ

約
で
き
た
。
野
ా
さ
ん
は
、
そ
こ

か
ら
「
見
え
る
化
」
の
導
入
අ
用

を
差
し
引
い
た
७
ਮ
な
「
成
果
」

を
、
特
別
৆
༩
と
し
て
ス
タ
ッ
フ

全
һ
に
分
഑
し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
一
層
高
く
な
っ
た
。

ɹ

だ
が
ࡢ
年
夏
は
໠
暑
の
た
め
デ

マ
ン
ド
値
が
１
㌔
㍗
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
。「
た
っ
た
30
分
の
こ
と

で
す
か
ら
、
Կ
か
手
を
ଧ
て
な
か

っ
た
か
と
չ
い
が
残
っ
た
の
は
確

か
で
す
。
そ
れ
で
も
、
࢓
事
の
手

順
を
色
々
と
見
直
す
こ
と
で
、
作

業
効
率
は
確
実
に
向
上
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
コ
ス
ト
と
し
て
計
算

し
て
み
れ
ば
、
１
㌔
㍗
分
を
十
分

上
回
る
改
善
だ
と
い
え
ま
す
」。

ɹ

電
気
の
使
い
方
を
工
෉
す
る
運

用
改
善
に
加
え
、
԰
根
の
அ
熱
や

̡
Ｅ
Ｄ
の
導
入
な
ど
設
備
改
善
に

も
取
り
組
む
。「
今
後
は
太
陽
光

発
電
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。
省
エ
ネ
も

ビ
ジ
ネ
ス
も
、
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
成
果
を
出
し
続
け
た
い
」

と
野
ా
さ
ん
は
意
気
込
む
。

ళ௕のਗ਼田୎໵͞Μ。

୅表取క໾の໺田࢙͞ߒΜ。

最
大
１
２
０
人
の
大
型
宴
会
場
も
備
え

た
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
薫
風
梅
み
月
」。

「
有
田
焼
の
デ
パ
ー
ト
」
丸
兄
商
社
の
外
観
。

住
所
◉
佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町

中
樽
１
│
４
│
２
８
／
電
話
◉
０
９

５
５
（
４
２
）
３
０
５
２
／
創
業
◉

１
９
２
０
年
／
事
業
内
容
◉
陶
磁

器
販
売

省エネで生まれた成果は全スタッフの特別賞与に
�ձࣾ ؙܑ঎ࣾɹIUUQ���XXX�NBSV�LFJ�DPNࣜג
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作
業
効
率
の
向
上
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ɹ

大
ࡕ
府
大
ࡕ
市
に
あ
る
大
ࡕ
Ξ

サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ג
式
会
社

は
、
日
本
テ
ク
ノ
が
推
঑
す
る
省

エ
ネ
３
方
策
「
運
用
改
善
」「
調

ୡ
改
善
」「
設
備
改
善
」
を
実
施

す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
ا
業
。

２
０
１
４
年
６
月
に
ཎ
川
工
場
と

௡
守
工
場
で
電
気
の「
見
え
る
化
」

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。

ɹ

ま
ず
は
デ
マ
ン
ド
対
策
に
よ
る

「
運
用
改
善
」に
取
り
組
ん
だ
。「
変

ଇ
的
に
機
ث
が
Ք
ಇ
す
る
当
社
に

デ
マ
ン
ド
値
の
཈
制
は
不
向
き
だ

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
Ք
ಇ
の

タ
イ
ミ
ン
ά
さ
え
工
෉
す
れ
ば
実

現
で
き
る
と
わ
か
り
、
目
標
値
を

１
６
７
㌔
㍗
か
ら
一
気
に
１
４
０

㌔
㍗
に
設
定
し
ま
し
た
」
と
࿩
す

生
産
部
՝
長
の
؛
本
正
和
さ
ん
。

そ
れ
に
は
意
図
が
あ
っ
た
。「
最

ॳ
に
あ
え
て
ݫ
し
く
設
定
す
る
こ

と
で
、
省
エ
ネ
へ
の
意
識
づ
け
を

図
っ
た
の
で
す
。
ස
ൟ
に
警
報
が

໐
る
方
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
ཉ
も

わ
く
か
ら
で
す
」。

ɹ

工
場
内
の
機
ث
は
ૢ
作
室
で
一

ׅ
؅
ཧ
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
Ｅ

̧
Ｉ
Ａ
を
設
置
し
た
。
ચ
車
場
ϙ

ン
プ
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
Ξ
は
、
生

産
に
影
響
な
く
止
め
ら
れ
る
。
出

荷
量
が
多
い
日
は
、
あ
ら
か
じ
め

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
Ξ
で
材
料
を
運
ん

で
お
く
な
ど
の
対
策
を
ߨ
じ
た
。

「
࢓
事
が
し
づ
ら
い
と
ײ
じ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
年
に

数
回
の
こ
と
。
全
体
の
コ
ス
ト
を

考
え
れ
ば
ඍ
々
た
る
ਏ
๊
で
す
」。

ૢ
作
室
で
機
ث
を
調
整
す
る
ス
タ

ッ
フ
は
、
Ｅ
̧
Ｉ
Ａ
に
表
示
さ
れ

る
電
力
の
変
化
を
見
て
、
ή
ー
ム

ײ
֮
で
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

ɹ

次
に
実
施
し
た
の
は
「
調
ୡ
改

善
」。
電
気
の
使
用
状
況
か
ら
൑

அ
し
、
最
適
な
電
気
料
ۚ
プ
ラ
ン

に
変
ߋ
し
た
。
そ
の
後
、
ス
タ
ッ

フ
に
省
エ
ネ
意
識
が
ਁ
ಁ
し
て
い

る
の
を
実
ײ
し
た
؛
本
さ
ん
は
、

目
標
値
を
１
５
０
㌔
㍗
に
上
げ

る
。「
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

当
社
の
適
正
値
で
す
。
調
ୡ
改
善

に
よ
り
電
気
料
ۚ
が
安
く
な
っ
た

こ
と
で
、
デ
マ
ン
ド
値
が
上
が
っ

て
も
最
௿
ݶ
の
影
響
で
済
み
ま
し

た
」。

ɹ

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て

改
善
で
き
た
コ
ス
ト
は
「
設
備
改

善
」
の
原
資
と
し
て
র
明
の
̡
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
に
活
用
し
て
い
っ
た
。

同
社
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
ه
࿥

に
残
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

運
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
改
善

を
目
指
し
て
い
る
。

ɹ

؛
本
さ
ん
は
、「
最
近
は
事
前

に
対
策
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ほ

と
ん
ど
警
報
が
໐
り
ま
せ
ん
。
今

後
は
こ
れ
ま
で
と
別
の
ࢹ
点
で
、

新
た
な
使
用
量
対
策
を
進
め
る
つ

も
り
で
す
」
と
力
を
緩
め
な
い
。

住
所
◉
大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区

豊
新
２
│
１
４
│
９
／
電
話
◉
０
６

（
６
３
２
８
）
６
９
９
２
／
事
業
内

容
◉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造

省エネ３方策「運用・調達・設備」の改善を実行
େࡕΞαϊίンΫϦート ࣜגձࣾɹཎ઒޻৔
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設
備
改
善
の
原
資
創
出
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ɹ

ҵ
৓
ݝ
水
ށ
市
に
あ
る
「
܆
風

ക
み
月
」
は
、
家
଒
連
れ
や
؍
光

٬
に
人
気
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
。

国
産
大
౾
を
使
っ
た
手
づ
く
り
౾

෗
や
ଧ
ち
た
て
の
ι
バ
な
ど
ڷ
土

料
ཧ
が
ຯ
わ
え
る
。
広
い
ళ
内
に

は
最
大
１
２
０
人
利
用
で
き
る
大

型
ԅ
会
場
も
備
え
て
い
る
。

ɹ

現
在
、
省
エ
ネ
活
動
の
ض
ৼ
り

໾
は
ళ
長
の
ਗ਼
ా
୎
໵
さ
ん
だ

が
、「
Ｅ
̧
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
２

０
１
０
年
11
月
当
時
は
ళ
長
で
は

な
く
調
ཧ
担
当
で
し
た
。
電
気
の

こ
と
は
あ
ま
り
意
識
せ
ず
ಇ
い
て

い
ま
し
た
Ͷ
」。

ɹ

し
か
し
ళ
長
に
な
っ
て
ళ
ฮ
全

体
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
さ
ま
͟
ま

な
気
づ
き
が
生
ま
れ
た
。
ま
ず
冷

ౚ
室
の
র
明
。「
調
ཧ
担
当
の
こ

ろ
は
、
྆
手
に
荷
物
を
๊
え
た
状

態
で
র
明
を
ফ
さ
ず
に
冷
ౚ
室
を

出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」。
そ
こ
で
人
ײ
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
、
作
業
に
集
中
し
て
い
て

も
ফ
し
๨
れ
が
な
い
よ
う
に
し

た
。
こ
う
し
て
本
֨
的
な
取
り
組

み
が
࢝
ま
っ
て
い
っ
た
。

ɹ

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
を
ܴ
え
る
の

は
主
に
夏
場
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

Ｅ
̧
Ｉ
Ａ
を
設
置
し
て
い
る
ਥ
๪

か
ら
「
警
報
が
໐
り
ま
し
た
。
現

在
85
㌔
㍗
で
す
」
と
イ
ン
カ
ム
を

通
し
全
һ
に
連
བྷ
が
入
り
、
各
所

の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
。
ਥ
๪
や
バ
ッ
ク
Ϡ
ー
ド
の
ۭ

調
を
切
る
。
ԅ
会
場
の
ۭ
調
を
一

部
停
止
す
る
。
も
し
夜
間
で
あ
れ

ば
、
目
立
た
な
い
部
分
の
外
౮
を

ফ
す
。
そ
う
し
て
ピ
ー
ク
が
཈
制

で
き
る
と
、
再
度
イ
ン
カ
ム
で
警

報
解
除
の
連
བྷ
が
入
り
、
必
要
に

応
じ
て
ۭ
調
な
ど
が
再
Ք
ಇ
さ
れ

る
。
な
お
、
ԅ
会
場
は
ふ
い
の
来

ళ
٬
に
備
え
余
༟
を
࣋
っ
て
広
範

囲
に
ۭ
調
を
Ք
ಇ
さ
せ
て
い
る
の

で
、
警
報
時
の
調
整
ห
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。
利
用
٬
に
໎
࿭
を

か
け
な
い
ピ
ー
ク
対
策
だ
。

ɹ

そ
の
ほ
か
、
ਥ
๪
設
備
で
Ӆ
れ

て
し
ま
う
部
分
の
র
明
を
中
心
に

間
引
く
、
昼
間
の
明
る
い
時
間
ଳ

に
ফ
し
て
お
く
র
明
の
ス
イ
ッ
チ

を
色
分
け
し
明
確
に
す
る
、冷
ౚ
・

冷
蔵
ݿ
の
温
度
チ
ỻ
ッ
ク
を
定
期

的
に
行
う
な
ど
細
か
な
取
り
組
み

も
欠
か
さ
な
い
。

ɹ

Ξ
ル
バ
イ
ト
も
含
め
43
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
ಇ
く
ళ
。
広
い
ళ
内
で

の
省
エ
ネ
の
コ
π
を
、
ਗ਼
ా
さ
ん

は
こ
う
࿩
す
。「
気
づ
い
た
と
き

に
は
そ
の
都
度
イ
ン
カ
ム
で
呼
び

か
け
る
ん
で
す
。
事
務
所
の
র
明

が
つ
け
っ
ͺ
な
し
だ
っ
た
の
で
、

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う

よ
う
に
。
そ
う
す
る
こ
と
で
継
続

的
に
省
エ
ネ
意
識
が
全
体
に
広
が

る
よ
う
に
す
る
。
意
識
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
で
す
Ͷ
」。

住
所
◉
茨
城
県
水
戸
市
見
和
１
│
３

１
１
│
７
／
電
話
◉
０
２
９
（
３
０

９
）
６
１
１
１
／
設
立
◉
２
０
０
５

年
／
事
業
内
容
◉
レ
ス
ト
ラ
ン

インカムで情報共有、広い店内でも上手に省エネ
�෩ കΈ݄ɹIUUQT���XXX�NJUP�VNF�KQ܆ձࣾ ϓϩεパーɹࣜג
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意
識
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
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動を׆の省Τωۀا
΋ͬͱ஌Γた͍ํ͸

೔ຊςΫϊɾϝϯόʔζαΠτ΁

̏̌ ̌ࣾҎ্ͷ੒ޭྫࣄʹΞΫηε

IUUQ���XXX�O�UFDIOP�PSH

̨̢ ̧̖  ̩̘ ̡̤ ̘̠ ͷԻ੠ϝοηʔδ͕ௌ͚Δ

省Τω࣌計のৄࡉな
ೳを஌Γた͍ํ͸ػ

̨̢ ̧̖  ̩̘ ̡̤ ̘̠ ղઆαΠτ΁
IUUQT���XXX�O�UFDIOP�DP�KQ�TNBSUDMPDL�BCPVU�IUNM

▲26.3％

▲25.1％

▲25.7％

▲12.2％

▲10.7％

▲19.4％▲5.1％

ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫはLEDの光と音声で電気の使用状況を
知らせる時計。実際に利用されているお客様から、「具体的
な注意が従業員に伝えられるといいですね」「私たちの事
業内容に沿った通知表現はできませんか」……といったご
意見をいただきました。そんなありがたいご提案に応え、こ
のたび案内する音声を大幅に増やしました。多様な事業場
で働くスタッフを念頭に置き、より伝わりやすい表現や内容
をお客様が自ら選べるようにしています。また、ERIAでも
同様の音声メッセージの発信が可能です。興味のある方は、
ぜひお問い合わせください。

৽Ի੠Λ௥Ճʂ৽Ի੠Λ௥Ճʂ
選
べ
る
！
多
彩
な

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

ྫ
͑
͹
ỏ͜
Μ
ͳ
ϝ
ỽ
η
ồ
δ
を
௥
Ճ
͠
·
͠
ͨ

ฤํ͍࢖ͷؾి

「外気温と室温の温度差が大きい季節です。 空調の使用に注意しまし
ょう」（空調の注意喚起）

「誰もいない場所の照明や空調の電源をオフにしましょう」（電気の使
用状況の確認）

「コピー機などの電源を入れたままにしていませんか？　長時間使用しな
い機器は電源をオフにしましょう」（オフィスの省エネ）

「昨年、デマンドピークを記録した月です」（電気使用の注意喚起）

छผҊ಺ฤۀ

「バックヤードの退出時は、電気を忘れずに消しましょう」（店頭小売業）

「本日はチラシ投函日です。お客様を待たせないようレジの混雑緩和
と品切れ防止に努めましょう」（店頭小売業）

「機械や空調の立ち上げ、使用に注意しましょう」（製造業）

「客席の温度設定は適正ですか。空調を確認しましょう」（外食産業）

ಇ͖ํվֵฤ
「生産性を意識して業務に取り組みましょう」

「本日はノー残業DAYです。終業時刻になりましたら速やかに退社し
ましょう」

ͷ৘ใฤؾి
「昨日の電気使用量は、○○○○ kWhでした」

「先月の最大需要電力は、○○○kWでした。発生日は、○月○日です」

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す

おはよう
ございます

終業時間に
なりました

休憩時間に
なりました

省エネ
タイムです

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク

の
時
間
帯
で
す

2.1％ＵＰ

http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.org/member/jirei/hotels/429.html
http://www.n-techno.org/member/jirei/factory/432.html
http://www.n-techno.org/member/jirei/retail/436.html
http://www.n-techno.org/member/eria/restaurant/318ume.html
https://www.n-techno.co.jp/smartclock/about.html
http://www.n-techno.org/
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募い
ただいた方の中から抽選で毎月20名様に、おばあちゃんの特製缶
ミラーをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブ
サイトにてご紹介させていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所
とお名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係ま
でお送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて必要事項を明記
のうえ、ご応募ください。

Β͘͠に໾ཱͭϝϧϚΨ഑৴தʂʂ
͓͹͋ͪΌΜのエίクοキングϨシϐ΍͓૟আ法ɺエίグο
ズのͭ り͘ํなͲɺエίな生活の஌ܙが੝りͩ͘͞Μなサ
イτ͔ΒϝールマΨジンをൃߦし͍ͯ·͢。ಡ者ݶఆのί
ϥム΍サイτߋ新Ҋ಺なͲɺָしֶ͍ࡶ΍౾஌識がຬࡌの
ϝルマΨにɺͥͻ͝ొ࿥͍ͩ͘͞。ߪಡの͓ਃしࠐみはԼ
。͢·のサイτ͔Βडけ෇け͍ͯه

ࡧ�ݕ

IUUQT���FDPOFXT�KQ�JEFB
͓͹͋ͪΌΜͷ஌ܙାɹ೔ຊςΫϊ

災害時の明かり

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る４文字を組
み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉絶滅の恐れがある生物種のことを「絶滅○○○○」といいます。

ᶃ  Ϣ˓˓ケで઒の水͕૿͍͑ͯΔɻ
ᶄ「͍Ϳ͖」͸ԹࣨޮՌΨεをӉ஦
ɹ͔Β؍ଌ͢Δジン˓˓˓˓ηイɻ
ᶅ  චに͍ͯࣅΔ͔Β「ච಄ࡊ」ͱ

΋ɻεΪφの๔子ܪ「π˓˓」ɻ
ᶇ  ϐΧϐΧのϥンυηϧɻ˓˓˓

˓Ϋ、͓ Ίでͱ ʂ͏
ᶉ  ࣈ׽で書͘ͱ「ൎ」ɻञৠ͕͠

͓͍͍͠ΑɻϋϚ˓˓ɻ
ᶋ  ೋे࢛અ気の̑൪໨ɻ݄̐̑೔

͝Ζɻηイ˓˓ɻ

ᶃ  パϦڠ定͸˓˓˓変動࿮૊Έ৚
໿のձٞで߹ҙ͞Ε·͠たɻ

ᶆ  ̏ ໘で঺հ͍ͯ͠Δຊ͸ʰઈ໓
で͖な͍˓˓෺たͪʱɻ

ᶇ  य़告ڕͱ΋ݺ͹ΕΔɻཛ͸「数
の子」ɻ˓˓ンɻ

ᶈ  ࿈ޙ࠷ٳの݄̑̒೔͸ϑϦΧ˓
˓˓΢ジπɻ

ᶉ  ϗーϗケΩϣɻ΢˓˓εɻ
ᶊ ˓ ˓͸࡙͍た͔ࡩ͸·͔͍ͩなɻ
ᶌ  ͦ ΖͦΖ気になΔ˓˓˓ઢɻ೔

মけࢭΊ΍αンάϥεでର策ɻ
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テ
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カ
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カ
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ਖ਼ղऀͷத͔ΒநબͰ 30 ໊ͷํʹ೔ຊςΫϊಛ੡ʮҰචᝦʯΛϓϨθϯτ͍ͨ͠·͢ɻ͝ر๬ͷํ͸
ϋΨΩʹʮΫΠζͷ౴͑ʯʮॅॴʯʮ໊ࢯʯʮ೥ྸʯʮऔΓ্͛ͯ΄͍͠ςʔϚʯʮ໘ന͔ͬͨࣄهʯʮͭ·
Βͳ͔ͬͨࣄهʯΛ໌هͷ͏͑Լͯ͋هઌ·Ͱ͝༣ૹ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺΠϯλʔωοτͷαΠτʮ&DP�
/FXT�8FC�.BHB[JOFʯʢIUUQT���FDPOFXT�KQ�ʣ͔Β΋ԠืͰ͖·͢ɻαΠτʹΞΫηε͠౰ίʔφʔԠืϑ
ΥʔϜͷϦϯΫΛΫϦοΫͯ͠ը໘ͷࣔࢦʹै͍͝Ԡื͍ͩ͘͞ɻ౰બऀͷൃද͸৆඼ͷൃૹΛ΋ͬͯ
୅͍͖͑ͤͯͨͩ͞·͢ɻకΊ੾Γ͸ 2019 ೥ 6݄ 21೔ʢۚʣඞணɻ

ʪ͋ͯઌʫ˟ 1�����5�　౦ژ౎৽॓۠੢৽॓ 1��5�1 ৽॓ηϯλʔϏϧ 5� ֊
೔ຊςΫϊࣜגձࣾʮࢢڥ؀৔৽ฉϓϨθϯτʯ܎

˞೔ຊςΫϊʢגʣͷݸਓ৘ใอํޢ਑ʲIUUQT���XXX�O�UFDIOP�DP�KQ�QSJWBDZ�IUNMʳ

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：b ／ Ｑ２：d ／ Ｑ３：a ／ Ｑ４：c 
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「社長、やめちゃダメだ」支援者の後押しで復興決意
޻
৔
ʹ
は
ߴ
͞
ɾ̏５
ἇ
の
ߑ
ਫʮྗを合Θͤて必ͣ෮ڵをՌたしますʯとܾҙをޠる。

（Μ、ү田͞Μ͞ށからѰ田͞Μ、৓ࠨ）

ɹ

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
Տ
川

が
൙
ཞ
、
51
人
の
ࢮ
者
が
出
た

Ԭ
ࢁ
ݝ
૔
敷
市
ਅ
備
ொ
。
今
な

お
ۭ
き
家
の
目
立
つ
こ
の
地
域

で
、
෮
ڵ
に
向
け
事
業
を
再
開

し
た
の
が
ג
式
会
社
ࢁ
陽
化

成
だ
。
発
๐
ϙ
リ
エ
チ
レ
ン
・

ウ
レ
タ
ン
資
材
な
ど
の
製
造
ൢ

売
を
行
っ
て
お
り
、
社
һ
は
16

人
。
工
場
に
ྡ
઀
す
る
社
宅
在

住
の
３
人
を
は
じ
め
全
社
һ
が

ແ
事
だ
っ
た
が
、工
場
に
は
３
・

５
㍍
も
の
ߑ
水
が
ԡ
し
د
せ
、

工
場
１
階
の
全
加
工
機
ց
類
が

水
没
。
૔
ݿ
に
あ
っ
た
原
材
料

や
完
成
品
は
す
べ
て
ഇ
غ
す
る

事
態
と
な
っ
た
。

ɹ
「
想
像
を
௒
え
る
被
害
で
し

た
。
ொ
内
は
今
も
避
難
し
て
い

る
方
が
多
く
、
ྡ
の
建
設
会
社

は
い
ま
だ
再
建
の
め
ど
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
当
社
は
年
঎
２

億
円
の
ا
業
で
す
が
、
ߑ
水
の

被
害
は
そ
の
倍
以
上
の
５
億
円

ほ
ど
。
޾
い
７
年
前
に
タ
イ
に

進
出
し
、
一
部
の
生
産
ラ
イ
ン

を
Ҡ
؅
し
て
い
た
た
め
、
生
産

ラ
イ
ン
が
す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
す

る
状
況
だ
け
は
避
け
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
今
の
工
場
Ք
ಇ
率

は
被
災
前
の
４
〜
５
割
程
度
。

෮
ڵ
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
」（
代
表
取
締
໾
社
長

の
৓
ށ
ӳ
明
さ
ん
）

ɹ
「
被
災
前
日
は
、
新
入
社
һ

受
け
入
れ
の
た
め
社
宅
を
૟
除

し
、
工
場
に
は
新
設
の
ম
٫
࿍

を
Ծ
置
き
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

ん
で
す
。
被
災
後
は
、
工
場
を

ย
づ
け
、
ట
を
ચ
い
流
す
こ
と

か
ら
࢝
め
ま
し
た
。
原
料
の
ഇ

غ
量
は
μ
ン
プ
カ
ー
約
２
０
０

ഋ
分
に
も
な
り
ま
し
た
」（
営

業
部
長
の
ү
ా
ߊ
さ
ん
）

ɹ

電
力
は
非
常
用
発
電
機
で
࿫

っ
て
い
た
が
今
年
２
月
か
ら
Ω

ュ
ー
ビ
ク
ル
で
の
高
ѹ
受
電
を

再
開
し
た
。
そ
の
෮
ڵ
を
電
気

؅
ཧ
技
術
者
と
し
て
支
え
た
の

が
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
の
Ѱあ

き

たా

জ
次
さ
ん
だ
。「
ߑ

水
か
ら
３
日
目
に
๚
໰
し
た
と

き
は
あ
ま
り
の
ࢂ
状
に
ݴ
葉
を

ࣦ
い
ま
し
た
。
し
か
し
৓
ށ
社

長
は
事
業
再
開
を
決
め
ἔ
電
気

面
の
こ
と
は
あ
な
た
に
೚
せ

る
ἕ
と
ݴ
っ
て
く
れ
た
。
な
ん

と
か
म
ཧ
で
き
た
機
ց
、
新
調

し
て
入
れ
ସ
え
た
機
ց
な
ど
が

Ք
ಇ
し
、
ঃ
々
に
事
業
が
元
通

り
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
電
気

に
つ
い
て
の
ॿ
ݴ
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
」。

ɹ

৓
ށ
さ
ん
が
෮
ڵ
を
決
意
し

た
の
は
支
ԉ
者
の
ଘ
在
が
あ
っ

た
か
ら
。「
取
引
先
や
お
٬
様

が
ట
の
か
き
だ
し
を
手
఻
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
օ
が
心
഑
そ
う

に
ἔ
社
長
、や
め
ち
Ỵ
μ
メ
だ
ἕ

ἔ
お
ئ
い
だ
か
ら
続
け
て
、
応

ԉ
す
る
か
ら
ἕ
と
ܹ
ྭ
を
い
た

だ
い
た
。
い
ま
だ
に
当
社
か
ら

の
出
荷
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る

お
٬
様
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た

ଘ
在
が
あ
り
、
෮
ڵ
に
取
り
組

む
֮
ޛ
を
決
め
た
ん
で
す
」。

ɹ

支
ԉ
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の

た
め
。
道
の
り
は
ݥ
し
い
が
少

し
ず
つ
า
み
を
進
め
て
い
る
。

日
本
の
ͨ
Ί
に
、
Ϣ
ồ
β
ồ
の
ͨ
Ί
に
、
日
本
テ
ク
ノ
͕
で
き
Δ
͜
ͱ

ᴹ
ࡂ
֐
か
ら
の
෮
ڵ
΁
の
า
Έ
Λ
঺
հ
͠
·
͢
Ố

ਫの高͞はߑ �.�ᶤ、޻場の � ֊が΄とΜどਫ຅した。
（社୐԰上にආ೉した社һがࡱ影）

環境໰୊

ৗࣝςεト

ָ、໰୊にؔする஌ࣝϨϕϧをڥ؀　 しみながらνΣο
クで͖るこのίーφー。出୊範ғはຊࢴલ号（55号）
のهࡌܝ事。会社や学校などでԼهのઃ໰をͬ࢖て、
؀。ܴ׻大ࡌするのもいい。సࢪৗࣝςスτを実ڥ؀
。上に໾ཱてて΄しい޲஌ࣝのڥ

ʪ౴えはه事面ӈԼにࡌܝʫ

話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話

೔ຊςΫϊ特੡「Ұචᝦ」ϓϨθント

ɹ

風
が
心
地
よ
い
時
ق
に
な
り

ま
し
た
。
学
ߍ
や
会
社
で
新
し

い
出
会
い
が
あ
り
、
楽
し
い
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い
で

し
Ỷ
う
。
春
は
１
年
の
中
で
も

Ժ
や
か
な
ق
અ
。
お
ば
あ
ち
Ỵ

ん
も
大
޷
き
で
す
。

ɹ

と
こ
ろ
で
８
年
前
の
春
、
２

０
１
１
年
３
月
11
日
に
は
東
日

本
大
਒
災
が
発
生
し
、
ਙ
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ

し
て
ࡢ
年
は
世
相
を
表
す
׽
字

に
「
災
」
が
બ
ば
れ
た
よ
う
に
、

地
਒
、
台
風
、
集
中
豪
雨
の
被

害
な
ど
、
大
き
な
災
害
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
し
た
。
被
害
に
ૺ

わ
れ
た
方
、
ま
た
い
ま
だ
に
避

難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い

る
と
思
う
と
、
心
ۤ
し
く
な
り

ま
す
。
１
日
も
早
い
෮
ڵ
を
心

よ
り
お
ف
り
し
ま
す
。

ɹ

さ
て
今
回
は
、
災
害
に
ૺ
っ

た
と
き
知
っ
て
お
く
と
ศ
利
な

知
ܙ
を
２
つ
঺
հ
し
ま
し
Ỷ

う
。
災
害
時
に
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
（
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
）

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
停
電
し
て
電
気
が
止
ま

れ
ば
、
র
明
も
つ
き
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ι
ク
か
ջ
中
電
౮
が
必
要

で
す
が
、
も
し
྆
方
と
も
手
元

に
な
か
っ
た
ら
ộ
ộ
。

ɹ

そ
ん
な
と
き
に
ศ
利
な
の

が
、
π
ナ
؈
で
つ
く
る
ロ
ー
ι

ク
。
用
意
す
る
も
の
は
ノ
ン
オ

イ
ル
で
な
い
π
ナ
؈
と
テ
ỹ
ッ

シ
ュ
の
ἔ
こ
よ
り
ἕ。
π
ナ
؈

の
ਅ
ん
中
に
݀
を
開
け
、
そ
こ

に
ἔ
こ
よ
り
ἕ
を
差
し
込
む
だ

ᶃ ᶄ ᶅ

ᶆ

ᶋᶊᶉ

ᶌ

ᶈ

ᶇ

⥭
⥮
⥯
⥰

धཁڅڙ
インόϥンε
ಉ࣌ಉ量
インΞ΢トόϥンε

電力会社は常に消費者の需要に合わせ
発電量を調整しながら電気を供給して
いる。このように、使う電気とつくる
電気の量を合わせることを何という？

Question

4

「਎ۙなి気の͋·り஌ΒΕ͍ͯな͍࿩」
り（̐໘）͋ࡌه໨に答えのߦग़しの̎ݟ˞

Hint
出典記事

⥭
⥮
⥯
⥰

̪̣̥̚
̞̥ C ̘
̢̬̤
̘̤̥ 24

正式名称は「気候変動に関する政府間
パネル」。地球温暖化についての科学
的評価を担当する国連機関の略称は？

Question

1

「ԹஆԽ 1�5ˆで影響ܰݮを」
˞ಛผ報ࠂॻを࡞੒したؔػ（̍໘）

Hint
出典記事

⥭
⥮
⥯
⥰

ଌσーλऩू؍
஍ٿϞσϧγεςϜ
Ξϝμε予報
数値予報

2018年10月、気象庁がこれの精度向上
を推進する計画を発表した。大型コン
ピューターシステムを用いて将来の大
気状態を推定する手法を何という？

Question

2

「̏೔ઌ୆෩進࿏༧ଌ ࠩޡ 100LN ΁」
˞ఱ気༧報΍୆෩情報なͲの΋と（̍໘）

Hint
出典記事

⥭
⥮
⥯
⥰

ϥϜαーϧ৚໿
όーθϧ৚໿
ੜ෺ଟ༷ੑ৚໿
気候変動࿮૊Έ৚໿

正式名称は「特に水鳥の生息地として
国際的に重要な湿地に関する条約」。
日本では2018年10月、新たに２カ所が
条約湿地に。この条約の略称は？

Question

3

「˓˓˓˓˓˓˓࣪地 新ొن࿥」
り（̎໘）͋ࡌهग़しに答えのݟࣄه˞

Hint
出典記事

さようなら

ụ
࠷
ऴ
ճ
Ủ

��໊༷

நબͰ

⾢ Ϗδωスจॻなどを送ると͖、खॻ͖で気ݣいのҰݴをఴえられる
Ұචᝦ。イϥスτにはͤ޾の࢛つ༿のクローόーもؚまれています。

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一 夜 限 り の 異 色 の コ ラ ボ  レ ー ション

ಡऀϓϨθϯτاըɾ͓નΊΠϕϯτ͝ট଴

オトなイト vol.2

予定内容 ◉ 第１部：トークショー　第２部：即興音楽劇、朗読劇 
日時 ◉ 2019 年 6月 15 日（土）開場18:15/ 開演 19:00 

場所 ◉ 汐留ホール（東京都港区東新橋1-7-2メディアタワーアネックス1F）
料金 ◉ 4,500円　※完全予約制（先着順）、全席自由

問い合わせ ◉「オトなイトプロジェクト委員会」PtP.nB.����!EPcPNP.nF.jp

நબͰ Πϕϯτͷؑ৆νέοτΛϓϨθϯτ͍ͨ͠·͢ɻ͝ه্ʹ3໊༷ ๬ر
ͷํ͸ϋΨΩʹ࿈བྷઌΛ໌هͷ͏͑ɺ೔ຊςΫϊࣜגձࣾʮࢢڥ؀৔৽ฉΦτ
ͳΠτؑ৆νέοτ܎ʯʢॅॴӈཝʣ·Ͱ͝༣ૹ͍ͩ͘͞ɻక੾ 5݄ 8೔ඞணɻ

歌舞伎役者

தଜ᳃࣏࿠
音楽家

ωί౻ࡈ
作家

೩֪͑＋ ＋

け
。
テ
ỹ
ッ
シ
ュ
が
オ
イ
ル
で

࣪
っ
た
ら
火
を
点
け
て
、
ロ
ー

ι
ク
の
出
来
上
が
り
で
す
。
؈

の
中
の
オ
イ
ル
が
燃
料
と
な
っ

て
、
２
時
間
程
も
ち
ま
す
。
た

だ
し
、
火
の
周
り
に
燃
え
て
し

ま
う
も
の
が
な
い
か
、
ま
た
余

਒
な
ど
に
も
十
分
注
意
し
て
使

っ
て
く
だ
さ
い
Ͷ
。
ロ
ー
ι
ク

と
し
て
使
い
ऴ
わ
っ
た
後
の
π

ナ
؈
は
、
食
べ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ɹ

ջ
中
電
౮
が
あ
る
場
合
、
普

通
は
そ
の
光
だ
け
で
部
԰
中
を

明
る
く
す
る
の
は
難
し
い
で
し

Ỷ
う
。
で
も
、
ϖ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
あ
れ
ば
部
԰
に
広
が
る
明
か

り
を
と
も
せ
ま
す
。
や
り
方
は

؆
୯
で
、
ջ
中
電
౮
を
立
て
て

置
き
、
そ
の
上
に
水
の
入
っ
た

ϖ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
৐
せ
る
だ

け
。
光
が
拡
ࢄ
し
て
ラ
ン
タ
ン

代
わ
り
に
使
え
ま
す
。
手
軽
に

で
き
る
２
つ
の
明
か
り
。
い
͟

と
い
う
と
き
の
た
め
に
一
度
試

し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

͜
ん
な
஌
ܙ
Λ

ご
ఏ
ڙ
い
ͨ
だ
き
·
͠
ͨ

家
具
な
ど
の
重
さ
で
凹
ん
だ
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
跡
は
、
霧
吹
き
で
水
を

か
け
た
後
、
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
を

敷
き
、
そ
の
上
か
ら
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
る
と
元
に
戻
り
ま
す
。

＠
カ
コ
ち
ゃ
ん
さ
ん

テクϊϢーβー

復興への歩み
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http://econews.jp/newspaper/japan/
https://econews.jp/newspaper/issan/index.html
http://econews.jp/idea/
http://econews.jp/newspaper/crossword/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/



